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窓口受付時間を12月1日から試験的に変更します
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今月の特集



特別会計
会計名 歳入総額 歳出総額 差　引 主な事業の内容

国民健康保険特別会計

※国民健康保険直営診療所特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

※市営駐車場事業特別会計

公有財産管理活用事業特別会計

60億8,792万円

1億9,040万円

11億9,769万円

72億3,378万円

1,977万円

7億7,895万円

59億4,275万円

1億9,040万円

11億7,917万円

71億6,049万円

1,977万円

7億7,895万円

1億4,517万円

0円

1,852万円

7,329万円

0円

0円

国民健康保険の円滑な運営

国民健康保険直営診療所の運営

後期高齢者医療保険の円滑な運営

介護保険の円滑な運営

市営駐車場の管理運営

公有財産の管理活用

企業会計
会計名 経営状況

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

水道事業

下水道事業

自動車運送事業

18億3,544万円

5億2,059万円

29億3,823万円

22億1,504万円

1億2,883万円

0円

16億3,350万円

9億5,537万円

26億1,108万円

33億2,555万円

1億2,323万円

5,637万円

2億　194万円

△4億3,478万円

3億2,715万円

△11億1,051万円

560万円

△5,637万円

純利益１億7,728万円。給水収益は前年度に引き
続き減少しましたが、年間を通じて経営の効率化に
努めた結果、11年連続で黒字決算となりました。
純利益3億1,694万円。下水道使用料収入の増
加や、年間を通じて経営の効率化に努めた結果、
11年連続で黒字決算となりました。
純利益46万円。利用者数は、南アルプス クイ
ーンラインで63,662人、分杭 気の里ライン
で22,877人となりました。

歳入総額 歳出総額 差　引

※一般会計繰入金により、差引０円になっている会計。

（財産区特別会計を除く）

（税込）

（税込）

　市の財政は収入（歳入）と支出（歳
出）で成り立っています。
　一般会計の歳入は、397億6,809
万円で、定額減税の終了などにより市
税が6.1%増加した一方で、地方債や
基金からの繰入金等の減少によって、
歳入全体では前年度比0.2%の減少
となりました。
　一方、歳出は、384億224万円で、
貸付金の減少や工業団地整備事業
完了等によって、歳出全体では前年度
比0.2%の減少となりました。
　歳入と歳出の差額約13.7億円は、
令和８年度に引き続いて実施する建
設事業等の繰越事業に約4.4億円を
活用し、残りの約9.3億円については、
繰越金として令和８年度の事業に活
用します。

令和7年度 決算 伊那市の令和７年度決算がまとまりました。
決算からわかる市のお金の使い道について、お知らせします。

問 財政課 財政係

397億6,809万円
（前年度比△0.2％）

歳入決算額

384億 224万円
（前年度比△0.2％）

歳出決算額

［性質別歳出］

一般会計

市税
96億4,266万円

市税
96億4,266万円

市税
96億4,266万円

分担金及び負担金
 2億3,628万円
分担金及び負担金
 2億3,628万円
分担金及び負担金
 2億3,628万円

使用料及び手数料
 4億7,759万円
使用料及び手数料
 4億7,759万円
使用料及び手数料
 4億7,759万円
繰越金

13億7,725万円
繰越金

13億7,725万円
繰越金

13億7,725万円
諸収入

9億7,387万円
諸収入

9億7,387万円
諸収入

9億7,387万円
寄附金

6億9,505万円
寄附金

6億9,505万円
寄附金

6億9,505万円
その他

19億  525万円
その他

19億  525万円
その他

19億  525万円
地方譲与税・交付金 
29億3,792万円
地方譲与税・交付金 
29億3,792万円
地方譲与税・交付金 
29億3,792万円

地方交付税 
115億　645万円
地方交付税 

115億　645万円
地方交付税 

115億　645万円

国庫支出金 
54億6,057万円
国庫支出金 

54億6,057万円
国庫支出金 

54億6,057万円

県支出金
24億6,860万円
県支出金

24億6,860万円
県支出金

24億6,860万円

市債 
20億8,660万円

市債 
20億8,660万円

市債 
20億8,660万円

義務的
経費
46.3%

義務的
経費以外
53.7%

自主財源
38.5%依存財源

61.5%

人件費
71億9,307万円

人件費
71億9,307万円

人件費
71億9,307万円

扶助費
68億1,938万円

扶助費
68億1,938万円

扶助費
68億1,938万円

公債費
37億6,624万円

公債費
37億6,624万円

公債費
37億6,624万円

物件費
38億2,713万円

物件費
38億2,713万円

物件費
38億2,713万円

維持補修費 
2億3,385万円
維持補修費 
2億3,385万円
維持補修費 
2億3,385万円

補助費等 
71億3,463万円
補助費等 

71億3,463万円
補助費等 

71億3,463万円

繰出金 
25億1,345万円

繰出金 
25億1,345万円

繰出金 
25億1,345万円

積立金  13億　623万円積立金  13億　623万円積立金  13億　623万円

貸付金
5億1,054万円
貸付金

5億1,054万円
貸付金

5億1,054万円

普通建設事業費 
50億6,366万円
普通建設事業費 
50億6,366万円
普通建設事業費 
50億6,366万円

災害復旧事業費 
3,406万円

災害復旧事業費 
3,406万円

災害復旧事業費 
3,406万円
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令和7年度決算の
全体像

用語解説
　歳出は、このページのように経済的性質（人件費、扶助費、公債費
など）で分類したものを性質別歳出、２ページのように行政目的（議会
費、総務費、民生費など）で分類したものを目的別歳出といいます。



市債の残高【億円】 基金の残高【億円】

（1）収入を市民１人当たりに換算すると・・・　歳入は 61万7,987円

（3）借金（市債）と貯蓄（基金）を1人当たりに換算すると・・・
　  借金は 37万7,587円  で前年度から更に改善しましたが、 貯蓄は 35万3,600円 で減少となりました。

（2）支出を市民１人当たりに換算すると・・・　歳出は 59万6,762円
※１市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、諸収入の合計　　※２国庫支出金、地方交付税、地方譲与税・交付金の合計

令和7年度一般会計の決算を具体的に見てみましょう

市税など※１

17万6,072円
国からの収入※2

30万9,318円
県からの収入
3万8,362円

市債（借入金）
3万2,425円

その他の収入
6万1,810円
・前年度繰越金
・基金繰入金
・寄附金　・財産収入

令和6年度末

令和7年度末

0 100 200 30050 150 250

令和6年度末

令和7年度末 228

232

0 50 100 150 200 250

1人当たり 2万7,515円1人当たり 2万7,515円1人当たり 2万7,515円

1人当たり  3,208円1人当たり  3,208円1人当たり  3,208円

1人当たり 10万 891円1人当たり 10万 891円1人当たり 10万 891円

1人当たり 17万4,551円1人当たり 17万4,551円1人当たり 17万4,551円

1人当たり 8万1,025円1人当たり 8万1,025円1人当たり 8万1,025円

議員報酬や市民と
議会の意見交換など
＜主な事業とその事業費＞　
議会だよりの発行 　 129万円

議会費 ２億  646万円

庁舎管理、ふるさと納税や
新産業技術、人口増推進など
＜主な事業とその事業費＞　
長谷CATV放送施設非常用電源設備等　

3,201万円

総務費 64億9,247万円

高齢者福祉や子育て支援、
生活保護など
＜主な事業とその事業費＞　
市立保育園の運営

19億4,862万円

民生費 112億3,253万円

健康増進やごみ処理、地球温暖化
対策など
＜主な事業とその事業費＞　
定期予防接種（委託、ワクチン代、県外給付） 

１億9,030万円

衛生費 52億1,403万円

農林水産業の振興、
林道の整備など
＜主な事業とその事業費＞　
林道南アルプス線の改良

１億1,915万円

農林水産業費 17億7,059万円

商工業や観光業の振興、
企業誘致など
＜主な事業とその事業費＞　
高遠さくらホテル改修１億2,026万円

商工費 17億4,320万円

道路や橋、公営住宅などの建設および
維持補修、除雪など
＜主な事業とその事業費＞　
伊那北学校線道路改良事業

１億4,053万円

土木費 29億6,820万円

常備消防や消防団の運営および
防災施設等の建設・管理など
＜主な事業とその事業費＞　
消防団運営 １億 359万円

消防費 10億3,325万円

教育やスポーツ振興、文化財保護、
公民館運営など
＜主な事業とその事業費＞　
信州高遠美術館照明LED化ほか改修

3,784万円

教育費 38億9,172万円

災害復旧費、労働費、公債費
＜主な事業とその事業費＞　
令和７年度豪雨の災害復旧工事など

3,375万円

その他 38億4,979万円

目的別歳出

1人当たり 5万9,825円1人当たり 5万9,825円1人当たり 5万9,825円

1人当たり 2万7,089円1人当たり 2万7,089円1人当たり 2万7,089円

1人当たり 4万6,125円1人当たり 4万6,125円1人当たり 4万6,125円

1人当たり 1万6,057円1人当たり 1万6,057円1人当たり 1万6,057円

1人当たり 6万 476円1人当たり 6万 476円1人当たり 6万 476円

※市債の償還の一部には国による交付税措置があります。

減 少243

259

減 少
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※令和８年４月１日現在の人口64,351人（住民基本台帳より）で計算



 決算審査の結果
　一般会計・特別会計決算書、附属書類の計数を関係諸帳簿その他証書類と
照合した結果、誤りは認められず、また、予算はおおむね適正に執行されていま
した。主な意見は次のとおりです。

　監査委員は、令和7年度決算について「計上されている計数に誤りはないか」「財政運営は健全であるか」「予算
執行は適正になされているか」などの観点で、決算審査及び健全化判断比率などの審査を行い、決算審査意見書
を市長へ提出しましたので、概要についてお知らせします。　※意見書は市公式ホームページに掲載しています。

令和7年度 決算審査報告 問 監査委員事務局

～よりよい伊那市のために～

◆財政状況について
　財政健全化プログラムの着実な実
施などにより、各財政指標は健全な状
態を維持しています。
　令和7年度の一般税調定額は前年
度と比較して増加しました。これは市民
税定額減税の終了と堅調な企業収
益、賃上げ等の影響が要因です。
　また、物価高騰や人口減少、国際・経
済情勢の変化により、財政環境は厳し
さを増し、財源確保も不透明な状況が
続くと見込まれます。
　市債残高は、前年度と比較して約
28億円削減できましたが、公営企業会
計を含め510億円余です。
　今後も福祉、農林業、新産業技術、
教育、道路整備、公共施設の長寿命
化など、多くの事業が控えています。さ
らなる財政健全化を進め、事業の必要
性・費用対効果を検証し、財源を効果
的に配分するとともに、将来負担を見
据えた持続可能な財政運営に努めて
ください。　
◆収入確保・未収金解消について
　令和7年度の未収金残高は1億
1,628万円で、前年度より減少しました。
　一般税は総額606万円の不納欠損
処分を行っていますが、いずれも適法に
処理されていました。引き続き、公平な
負担と安定した財源確保のため、第6
次徴収対策プログラムの着実な実行に
より、未収金の縮減に努めてください。

◆予算編成・執行について
　実質収支比率は4.2％となり、予算
管理はおおむね適正に行われたと認め
られます。
　契約事務、予算執行事務及び補助
金交付事務についても適正に処理され
ていましたが、事務処理上一部におい
て改善を要する事項が認められました。
　さらに、関係法令等に基づく的確な
事務処理に努めてください。　　　　
◆特別会計について
　未収金は昨年度と比較して、国民健
康保険税は減少、後期高齢者保険料、
介護保険料は増加しました。引き続き、
未収金の縮減に取り組み、また、不納
欠損については、公平性確保の観点か
ら厳正を期するよう努めてください。
　国民健康保険直営診療所特別会計
では、受診者数は増加しました。地域に
根差した医療機関として、今後の人口
減少や高齢化にともなう地域社会の
変化を踏まえた医療体制のあり方につ
いて検討してください。
　公有財産管理活用事業特別会計で
は、引き続き、未活用の公有地の売却
を進めるとともに、必要に応じて新たな
公有地の取得を行うなど管理活用を
図ってください。
　藤沢、北原、長藤の各財産区特別
会計では、各財産区管理会の適正な
運営により、今後も森林の保全・育成に
努めてください。　

 一般会計の概要
　一般会計は歳入総額397億6,809
万円、歳出総額384億224万円の決
算額となり、歳入歳出差引額から翌
年度への繰越財源を除いた実質収
支額は9億3,019万円でした。

 特別会計の概要
　9つの特別会計は黒字または歳
入歳出過不足なしでした。

 公営企業会計の審査結果
◆水道事業
　伊那市水道事業経営戦略の着実
な進行管理により、11年連続で黒字を
確保するなど経営努力を評価します。
　給水人口や有収水量の減少、施
設利用率・有収率の低迷、物価高
騰や更新費用の増加が課題であり
ます。今後も漏水対策や施設の統
廃合、計画的な施設更新・耐震化、
経営効率化と財源確保を進め、持
続可能な事業運営と未収金の適切
な徴収に努めてください。
◆下水道事業
　伊那市下水道事業経営戦略の着実
な進行管理により、11年連続で黒字を
確保するなど経営努力を評価します。
　今後は、人口減少や企業債償還、
物価高騰、施設更新費の増加など厳
しい経営環境が見込まれるため、計
画的な施設更新と事業費の平準化、
経費縮減、財源確保、適正な使用料
の検討を進めるとともに、引き続き未
収金の縮減に努めてください。　
◆自動車運送事業
　南アルプス長谷「戸台パーク」の整
備により利便性が向上し、クイーンライ
ンは過去最多の利用者を記録するな
ど、観光振興への貢献を評価します。
　今後も安全運行を最優先に、誘
客促進や適正な運賃設定、運転手
の確保・育成を進め、持続可能で安
定的な事業運営に努めてください。
　

 財政健全化法による審査
　実質公債費比率は7.8％、将来負
担比率は平成28年度以降「数値な
し」で、国の示した早期健全化基準
を下回っています。しかし、実質公債
費比率においては長野県内19市の
平均と比べると高い水準にあるの
で、引き続き財政の健全化に努めて
ください。
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　伊那市では、窓口受付時間と職員の勤務時間が同じ（午前8時30分から午後5時15分
まで）であることから、準備や片付けを勤務時間外に行うことが前提となっています。その
ため、こうした働く環境の適正化、業務改善や市民サービス向上に取り組むための時間の
確保や生産性の向上、働きやすい職場づくりによる職員の確保や定着率の向上を目的と
して、窓口受付時間を試験的に変更します。 問 総務課 行政改革推進係
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窓口受付時間を12月1日から
試験的に変更します 

市役所に行かなくてもできる手続き

　あわせて、インターネット上で申請や届出ができる業務範囲を広げ、市役所に行かなくても手続きできるようにすることにより、市
民サービスの向上と職員の働き方改革を両立させ、持続可能な行政運営への転換を図ります。 

試 行 期 間

対 象 施 設

12月1日～令和9年2月28日
※試行期間後、効果を検証し、本格運用への移行について検討します。  

本庁舎、総合支所、支所、福祉まちづくりセンター、保健センター 

試行中の窓口
受 付 時 間

な が の 電 子 申 請 サ ー ビ ス
ぴ っ た り サ ー ビ ス
e L T A X（ エ ル タ ック ス ）
市税、料金等のスマートフォン決済
伊 那 市 公 式 L I N E 予 約 機 能
公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム

／
／
／
／
／
／

福祉医療費受給資格関係、道路使用・道路占用許可申請、建築確認申請など
転出届、転入予約、児童手当関係、介護保険関係など 
地方税の申告 
PayPay、FamiPay 
女性相談、母子手帳の受け取り、マイナンバーカードの受け取りなど 
スポーツ施設、生涯学習センター、防災コミュニティセンター 

今後は、子育て世代を対象とする手続きのオンライン対応を優先して進めていきます。 
令和９年４月入所の保育園申込（オンライン対応済）、学童クラブの申込（予定）など 

インターネットでできる手続き

住民票・印鑑証明・戸籍謄本・戸籍抄本・戸籍の附票の写し・所得証明等の自動交付 
※マイナンバーカードの利用者証明用電子証明書が有効になっている方のみ利用できます。 
※本籍が伊那市外の方が本籍地証明書交付サービスを利用するためには事前の手続きが必要です。
※ご利用いただける時間は、午前６時３０分から午後１１時までです。 

コンビニエンスストアでマイナンバーカードを利用してできる各種証明書の交付等

開 設 場 所
開 設 日 時

主 な 取 り 扱 い 手 続 き 

／
／

／

市民サービスコーナー・日直(伊那市役所 本庁舎１階 日直室) 
土曜日・日曜日・祝日（年末年始を除く）
午前8時30分から午後5時まで 
住民基本台帳関係証明書・戸籍関係証明書の発行、印鑑登録、戸籍の届出、
ごみチケットの販売、各課への提出書類のお預かり（面談が必要な書類を除く）
※住所異動届は受け付けていません。 
※戸籍関係証明書は、伊那市に本籍がある方のみ発行可

市役所で平日以外(土日祝日)にできる手続き 

問 市民課 市民窓口係 

問 市民課 市民窓口係 

午前9時から午後4時30分まで ※職員の勤務時間に変更は
　ありません。



○給与所得控除の引上げ
　給与収入金額が220万円以下の方について、令和9年度の給与所得控除額が74万円に引き上げられます。

11月11日(水)～11月17日(火)は“税を考える週間”です

令和９年度から個人住民税に適用される税制改正について

問 税務課

問 市民税係

問 収税係

市税特集～税金の身近な情報をお伝えします～

　納期限までに市税の納付が確認できない方へ、下記電話番号から自動音声、SMS（ショートメッセージ）による電
話案内を実施しています。
　なお、すでに金融機関やコンビニなどで納付いただいた場合でも、伊那市で納付が確認できるまでには最長2週
間程度かかります。行き違いの発信となる場合がありますので、ご容赦ください。　　　　　　　　　　

発信番号　050-1702-1210　　送信内容　市税の納付に関するご案内
電話にでると、自動音声メッセージが流れますので、ガイダンスに従って操作をお願いします。
　この電話案内で次の案内をすることはありません。不審な電話やSMSを受け取った場合は、直ちに税
務課に確認いただくか警察等へご相談ください。
・金融機関や郵便局の振込口座を案内すること。
・現金自動預払機（ATM）での払い込みを案内すること。

自動音声、SMSによる電話案内を実施しています
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○各種扶養控除等に関する所得要件額等の引き上げ

給 与 収 入 額 令和８年度 令和9年度 引き上げ額
給 与 所 得 控 除 額

190万円以下 65万円 9万円

0円～9万円
65万円+（給与収入-190万円）×30％

116万円+（給与収入-360万円）×20％

176万円+（給与収入-660万円）×10％

195万円

74万円

改正なし

220万円以下

360万円以下

660万円以下

850万円以下

190万円超

220万円超

360万円超

660万円超

850万円超

所 得 要 件 改正前 改正後

58万円以下 62万円以下

85万円以下 89万円以下

最大65万円 最大69万円

同一生計配偶者および扶養親族の
合計所得金額
ひとり親控除の対象となる子の
前年の総所得金額等の合計額

勤労学生の前年の合計所得金額

家内労働者等の特例において
必要経費に算入できる金額

その他の変更点や
詳細については市
公式ホームページ
をご覧ください。

注　意



　本年度も租税教育の一環として、市内小学6年生の皆さんから税に関する標語を募集しました。
たくさんのご応募ありがとうございました。

税に関する標語  入選作品発表
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問 管理納税係

【最優秀賞】 北原 好香さん（西春近北小学校）税金は　自分のために　未来のために
【優秀賞】 白鳥 悠陽さん（長谷小学校）税金で　伊那市の未来を　輝かせ

田中 稀子さん（東春近小学校）税金で　今と未来の　道照らす
※全入選作品は市公式ホームページに掲載しています。

問 資産税係

固定資産税の
免税点が変わります

　「評価替え」とは、国が定めた基準に基づいて3年に一度市町村が行う、土地や家屋の評価額を見直す制度です。
前回は令和６年度に行いました。

　税制改正により、令和９年度から、家屋に係る免税点が
30万円（現行20万円）、償却資産などに係る免税点が
180万円（現行150万円）に引き上げられます。
（土地は据え置きです）

償却資産の申告書様式が
大幅に変わります
　令和９年度から、償却資産の申告書様式が大幅に変わ
ります。対象の方には１２月中旬に申告書を送付しますの
で、同封の申告の手引きをご覧いただき、ご不明な点は税
務課資産税係までお問い合わせください。

旧地籍図（和紙公図）を、
デジタル化しました！
　和紙で製作された古い地籍図のデジタル化が完了しま
した。市内全域のデータを税務課の窓口で見ることができ
ます。地籍図としてはもちろん、貴重な文化的資料として、
ぜひお役立てください。

令和９年度は固定資産税の
評価替えの年です

免税点とは･･･固定資産税を免除する基準のこと。土地や家屋などの
課税標準額の合計が免税点以上になった場合、税金が課されます。

地価公示価格や不動産鑑定価格などをもとに、
周辺の状況の変化や地価の変動を考慮し、評価
額を算出します。

地価は下落傾向にありますが、都市開発などによ
り評価額が上昇する場合があります。

令和６年度評価替え以降の建築物価水準の変
動を反映し、再建築費（評価対象と同一の家屋を
評価時点で新築する場合の建築費）を求め、経
年減点補正率（築年数による価値の低下を計算
する割合で、20％が下限）を乗じて評価額を算出
します。

［経年による減価］＞［再建築費の上昇］の場合
→評価額は下がります。
［経年による減価］＜［再建築費の上昇］の場合
→評価額は据え置かれます。
（経年による減価は、評価替え時の再建築費の
20％が下限となります）

土 　 地

課 税 対 象 改正前の免税点 改正後の免税点
土 　 地 3 0 万 3 0 万
家 　 屋 2 0 万 3 0 万
償 却 資 産 1 5 0 万 1 8 0 万

何 を す る の？ どうな る の？

家 　 屋

※評価替えによる価格に不服がある場合は、伊那市固定資産評価審査委員会への審査申立てができます。

きたはら このか

しろとり ゆうひ

たなか き こ
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電話 78-4111 FAX 74-1250

伊那市役所
〒396-8617 伊那市下新田3050番地

電話 94-2551 FAX 94-3697

高遠町総合支所 ・・・ 【高遠町】と表示
〒396-0292 伊那市高遠町西高遠810番地1

電話 98-2211 FAX 98-2029

長谷総合支所 ・・・ 【長谷】と表示
〒396-0402 伊那市長谷溝口1394番地

https://www.inacity.jp/伊那市公式ホームページ

■問  水道業務課 料金係

　寒くなると水道管の凍結によ
り、破損や漏水につながる恐れが
あります。凍結予防として、メー
ターボックスの中に保温材を入れ
るなどの対策をお願いします。
　発泡スチロールや布などを、水
に濡れないようビニール袋に入れ
てボックス内に入れるだけでも効
果があります。自宅にあるもので
対策できますので、ご協力をお願
いします。

水道メーター
ボックス内の
凍結防止について

問  商工振興課 商業労政係

　長野県内の事業場で働く全ての
労働者に適用される「長野県最低
賃金」が、10月2日から時間額
1,117円に改正されました。
　また、賃金引き上げに向けた中
小企業などへの助成金等支援制
度がありますので、ご活用くださ
い。
■お問い合わせ先
伊那労働基準監督署
　☎72-6181

長野県最低賃金
改正のお知らせ

問  市民課 市民窓口係

　マイナンバーカードには、カード
本体と電子証明書に有効期限が設
定されています。
■有効期限
○カード本体
　作成してから10回目の誕生日
○電子証明書
　作成してから5回目の誕生日
■更新方法
　有効期限の3か月前を目途に、地
方公共団体情報システム機構か
ら更新の通知が届きます。通知が
届いたら、内容を確認の上、更新
の手続きをお願いします。カード
の更新の場合、申請書の二次元
コードからのオンライン申請が便
利です。
■来庁予約
更新の際は、来庁予約をしてか
らお越しいただくとスムーズに
手続きができます。伊那市公式
ラインまたは電話でご予約くだ
さい。

マイナンバーカードは
更新が必要です

■問  地域創造課 人権男女多文化共生係

■問  こども政策課 こども育成係

　11月12日（木）～25日（水）は
「女性に対する暴力をなくす運動」
期間です。パートナーなどへの暴
力、ストーカー行為、セクシャルハラ
スメントなどは、性別や加害者・被
害者の間柄を問わず、決して許され
るものではありません。被害にあっ
た時は1人で悩まず、まずは相談し
てください。   
【相談先】
■DV相談プラス（24時間対応）
☎0120-279-889

■性犯罪・性暴力被害者のための
　ワンストップ支援センター
☎＃8891(全国共通短縮ダイヤル) 

■女性相談（伊那市保健センター)
　市報17ページ参照
【啓発パネル展】
■期間
11月12日(木)～25日(水)

■場所
市役所 1階 市民ホール

女性に対する暴力を
なくしましょう

　11月15日（日）は家族の日、11
月8日（日）～21日（土）は家族の週
間です。この機会に、こどもを家族
が育み、家族を地域社会が支える
ことの大切さについて考えてみま
せんか。

やっぱり、家族っていいね。
「家族の日」「家族の週間」

①運転免許証自主返納者への助成金申請受付
■期日 11月11日（水）　■時間　午前9時30分～午後0時30分
■会場　伊那警察署 駐車場
※必要書類を準備の上、会場へお越しください。予約は不要です。
②マイナンバーカード出張申請受付
■期日 12月16日（水）/伊那、西箕輪、西春近地区にお住まいの方
■時間　午後2時30分～4時30分
■会場　最寄りの選挙投票所となっている公民館などの駐車場
■利用方法　利用を希望する方は、電話で予約してください。
■募集期間　11月4日（水）～10日（火） 平日午前9時～午後3時
※定員に達し次第締め切ります。（専用電話☎ 080-7302-6737）
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問 商工振興課 商業労政係

問 市民課 市民窓口係係

成係

1
週
族
る
ま

。
」

①運転免許証自主返納者への助成金申請受付
■期日 11月11日（水） ■時間 午前9時30分～午後0時30分
■会場　伊那警察署 駐車場
※必要書類を準備の上、会場へお越しください。予約は不要です。
②マイナンバーカード出張申請受付
■期日 12月16日（水）/伊那、西箕輪、西春近地区にお住まいの方
■時間　午後2時30分～4時30分
■会場　最寄りの選挙投票所となっている公民館などの駐車場
■利用方法 利用を希望する方は、電話で予約してください。
■募集期間 11月4日（水）～10日（火） 平日午前9時～午後3時
※定員に達し次第締め切ります。（専用電話☎ 080-7302-6737）

モバイル公民館「モバco」がお近くの公民館や
集会所などに出向き、行政サービスを提供します

■問  企画政策課 新産業技術推進係

▲詳しくはこちら
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インフォメーションインフォメーション

informationinformation お知らせ

援助・補助 相　談 スポーツ

募　集 イベント暮らしの情報を
お届けします

■問  健康推進課 保健係

■問  健康推進課 保健係

　家族同士で思いを語り合う会で
す。今回は関わり方、会話の仕方を中
心に話します。初めての方もお気軽
にご参加ください。
■日時
11月14日(土)

　午後2時～4時
■会場
　伊那公民館 第1研修室
■対象
精神障害を抱えている方の家族
で、市内に居住している方
■費用　無料
■申込・お問い合わせ先
こだま会（担当：原）
　☎090-4136-6859

精神障害を
抱えた方の
家族交流会開催

▲健康応援
　ポイントHP

　健康応援ポイントの応募はお済みですか？人間
ドックや健康診断、運動や食事など、日頃の健康づ
くりの取り組みがポイントになります。応募のチャン
スは11月末まで ！ お早めにご応募ください ！
■応募期限
　11月30日（月）
■お問い合わせ先
　伊那市総合型地域
　スポーツクラブ
　☎73-8573

健康応援ポイント　締め切り迫る ！

■問  農政課 農地整備係

　農地の生産性向上を図るため、2枚以上
の小さな農地を1枚にする「ほ場整備工事」
への補助金を実施します。 
■補助交付対象
　市内の農地で、整備後の農地面積が
　5アール以上になる土地
■補助対象経費　
　材料費、人件費、機械経費など
※直営施工、外注工事の別は問いません。
■補助額
　対象経費の2分の1以内（上限50万）
■提出書類
　工事費見積書、位置図、現況写真など　
■その他
　詳しくはお問い合わせください。

小さな農地の区画拡大を補助します

■問  選挙管理委員会事務局

　6月26日（金）の市議会で同意を得て任命および選任された委員を紹介
します。各委員の任期は4年間です。

選挙管理委員を紹介します

はら

■問  健康推進課 保健係/
伊那保健福祉事務所 ☎76-6837

　自死遺族同士が、他の場所では話
すことができなかった死別後の悲し
みや苦しみ、そして自責の念、怒りな
どの感情や体験を本音で語り、共感
し、支え合い、分かち合っていくこと
ができる安心な場所です。
■開催日時
11月28日(土)

　午後1時30分～3時30分
■会場　伊那市内
■費用　無料
■対象
家族を自死（自殺）で亡くされた方

※参加申し込みなど、詳しくはお問
い合わせください。 

伊那あすなろの会
（南信地域自死遺族
交流会）開催

■委員長

　（再）
ふじさわ まこと

藤澤 誠

■委員長職務代理

　（再）
いとう たけし

伊藤 健

■委員

　（再）
とのうち しげる

登内 茂

■委員

　（新）
いのうえ ちとし

井上 千寿
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子育てのことなら…伊那市保健センターへ
母子保健係　電話78-9711　〒396-0023 伊那市山寺298番地1
こども相談係　電話72-0999

子育てサポート課

【コラボ企画】
○子ども食堂（伊那ローメンズクラブ）
■時間　午前10時30分～
■会場　市役所 東側駐車場
■内容
　（先着200食）
チキンカツ丼またはカレーライス
　18歳以下無料、大人400円
○大型紙芝居
■時間　午前11時～
■会場　市役所 多目的ホール
■内容
おはなしグループでんでんむし
　「きつねのおきゃくさま」ほか

■問 農村女性ネットワークいな事務局
（農政課農政係内） ☎96-8125（直通）

　郷土食料理講習会を開催します。
■日時 
　12月3日（木） 午後1時30分～
■会場　伊那公民館
■内容
　山菜おこわ
　おからこ汁　ほか
■参加費　500円
■定員　25人（先着順）
■申込期間
　11月2日（月）～13日（金）
■申込方法
　電話でお申し込みください。

地産地消・
郷土食セミナー
参加者募集

■問  商工振興課 商業労政係

　事業承継を検討されている事業
者の皆さまに、スムーズな事業承継
のための知識・スキームをお伝えし
ます。
■日時
　11月12日（木）
　午後1時30分～4時
■会場
　伊那商工会館
■内容
○講演会「事業承継、何より大事な
事前準備」～事前準備のポイン
ト、生成AIも活用～
○トークセッション
○相談会（事前予約制）
■お問い合わせ・相談会予約先
長野県事業承継・引継ぎ支援センター
☎026-219-3825　

「長野県事業承継
セミナー＆相談会」
開催

■問  生涯学習課 長谷教育振興係/長谷公民館 ☎98-2009
▲申し込み

　女子バレーボール日本代表として、アテネオリンピック
やワールドカップなどに出場した大山加奈さんをお迎えし
て講演会を開催します。
■日時　11月14日(土)　午後1時30分～3時
■会場　長谷公民館 講堂
■講師　大山 加奈 氏
■演題 「繋ぐ～バレーボールが教えてくれたこと～」
■入場料 無料
■定員 120人(事前予約制)
■申込期間　11月2日(月)～11日(水)
■申込方法 電話または右の二次元コードからお申し込みください。

長谷地区生涯学習講演会開催

■問  こども政策課 こども政策係

詳しくはこちら▶

　11月21日（土）にこども家庭庁と共催で、「こどもま
んなかアクション」リレーシンポジウムin伊那～伊那市
誕生20周年「こどものくらし まんなかのまち いなし」
を開催します。

※託児の申し込みなど、詳しくは市公式HPをご覧ください。

【シンポジウム】
■時間　午後1時～
      　　（受付午後0時30分～）
■会場　市役所 多目的ホール
■内容
　伊那市のこどもや若者が「こども
が幸せになるためには」などを
テーマに、日頃感じていることや
思っていることを、直接こども家庭
庁や市長に伝える「おはなし会」な
どを開催します。

おおやま かな

11月の催し物 入場無料 お問い合わせ TEL 0265-78-5107 www.kantenpp.co.jp

ミズキ工房 秋陶展 （水）18日（木）12日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

たのしくつかう。展 （水）18日（木）12日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

クラフトマルシェ （水）18日（金）13日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小さな贈り物展 （水）25日（木）19日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高遠3女と2男1音・・・展　～ここにある⁉ 私の世界～
（水）11日（木）5日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第15回 表具師 北岡芳仙洞　箔アート展 （水）25日（木）19日 ～・・・・・

小山憲市 紬織展 （月）23日（金）20日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

冬のぽかぽかハンドメイドギフト＆星のキラキラ展
（水）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2日12月（木）26日 ～

風わたる「雪待ち月展」 -花結びの会-・・・ （水）2日12月（木）26日 ～

花と暮らすゆとりの時間に包まれて （火）1日12月（金）27日 ～・・・・・・・

（土）21日（金）20日 ～第5回 伊那谷オーディオフェア・・・・
くぬぎの杜ホール
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福祉のことなら…福祉まちづくりセンターへ
電話78-4111　〒396-0023 伊那市山寺298番地1福祉相談課

詳しくはこちら▲ 申し込み▲

■問  総務課 庶務係

地域のイベントや旬
な話題など、随時情
報発信中です。

公式フェイスブック「あるぴぃな」
防災情報やイベン
ト情報などを手軽
に確認できます。

公式エックス「@inacity_his」

四季折々の景色や食・
人・モノなど絶好の「伊那
びより」を発信中です。

公式インスタグラム「伊那びより」

伊那市の情報発信

市の最新情報やお
役立ち情報を手軽
に入手できます。

公式ライン「@174kij」

　中国の方々と一緒に餃子を作り、
昼食をとりながら交流しましょう。
■日時　11月21日（土）
　　　　午前10時～午後1時（予定）
■会場　いなっせ 5階 料理実習室
■会費　1,000円（材料費など）
■申込締切日　11月18日（水）
■お問い合わせ・申込先
　日中友好協会伊那地区本部
　小原 ☎090-8813-8556
※毎月第3土曜日午前10時～正午に
いなっせで中国語会話教室を開催中

中国語会話教室
手作り餃子パーティー

おはら

■問  生涯学習課 生涯学習文化振興係

　幕末から明治初期に、伊那谷を
放浪し、多くの名句を残した俳人・
井上井月をしのぶ俳句大会の作品
を募集します。
■募集期限　12月10日(木)
■投句料
　高校・一般の部 2句1組 1,000円
※高校生は無料（ただし2句1組まで）
※詳細は、井上井月顕彰会HPをご覧ください。
【井月さんまつり・井月俳句大会】
　今年度から「信州伊那 千両千両！
井月さんまつり」と「井月俳句大会」
は時期を変更して、新たなイベント
として開催します。
■開催日・会場
　令和9年3月6日（土）・7日（日）
　伊那市創造館
■お問い合わせ先
　井上井月顕彰会 http://www.seigetsu.org
　☎03-3352-2291　

第1回井月俳句大会
俳句作品募集

いのうえせいげつ

てしがわら まい

■問  地域創造課 まちづくり推進係/人権男女多文化共生係

　「男女共同参画とまちづくり」をテーマに伊那市民のつどい講演会を開
催します。
　1人1人の自己実現や自分らしい生き方・働き方のアップデート、そして
地域社会との関わり方について考えます。誰もが暮らしやすいまちの未来
を一緒に考えてみませんか。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
　なお、講演前にフードドライブを実施します。ご家庭で余っている食品が
ありましたら、ぜひお持ちください。
■日時
　12月13日（日）
　午後1時30分～3時15分
　（受付：午後1時～）
■会場　市役所 多目的ホール
■講師
　勅使川原 真衣さん
　（組織開発コンサルタント/著作家）
■テーマ
　「私らしい生き方、働き方、
　社会との関わり方」
■参加費　無料
■定員　170人（要事前申込）

「まちづくり×男女共同参画社会をめざす2026
伊那市民のつどい」を開催します
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こちらから市報いなと一緒にお配りした
地区配布文書・回覧文書をご覧いただけます。

◆年金ガイド◆
あなたの年金 簡単便利な
ねんきんネットで！

　「ねんきんネット」は、24時
間いつでもどこでも、パソコ
ンやスマートフォンから年金
情報を手軽に確認できる
サービスです。
「ねんきんネット」を利用すると
■ご自身の年金記録や保険料
納付額の確認
■さまざまな条件に合わせた
将来の年金見込額の試算
■電子版「ねんきん定期便」の
閲覧
■年金振込通知書や年金額改
定通知書など各種通知書の
確認
■国民年金保険料控除証明書
や公的年金の源泉徴収票な
どの再交付申請
■国民年金保険料免除・納付
猶予申請などの届書の作
成・印刷

などをすることができます。
　利用するには「ねんきんネッ
ト」への登録（ユーザIDの取
得）が必要です。マイナンバー
カードをお持ちの方は、マイ
ナポータルからの登録も可能
です。
　詳しくは日本年金機構の
ホームページをご覧いただく
か、伊那年金事務所にお問い
合わせください。

■問  子育てサポート課 こども相談係

　父母の離婚などにより、児童を養
育しているひとり親家庭等の生活の
安定と就労による自立の促進、児童
の福祉の増進を図ることを目的とし
て支給される手当です。
■対象者
離婚などにより、ひとり親家庭で児
童（18歳に達する日以降の最初の
3月31日までの子、20歳未満の
重・中度の障害のある子）を養育す
る父か母、またはその父母にかわっ
てその子と同居し養育している方
※所得制限があります。 
■手当月額 
○第1子　所得額に応じ48,050円
（一部支給11,340円～48,040円） 
○第2子以降
　1人増すごとに 11,350円加算
　（一部支給5,680円～11,340円） 
※受給するには申請が必要です。受給
できる条件や所得制限がありますの
で、詳しくはお問い合わせください。 

児童扶養手当を
ご存じですか

詳しくはこちら▲

　本年度の経営所得安定対策等交付
金実績報告書の提出時期です。対象
の方には10月下旬に報告書の様式な
どを送付しますので、必要書類を添付
して、期限までに必ずご提出ください。
■提出期限
　11月13日(金)
■提出先
農政課 農業振興係

■問  農政課 農業振興係

経営所得安定対策等
交付金実績報告書の
提出をお願いします

日本年金機構HP
「ねんきんネット」▶▶

■問  健康推進課 国保年金係/
伊那年金事務所 ☎76-2301

■問  生活環境課 ゼロカーボン環境政策係

　暮らしから出る「ごみ」のその先を
たどり、ごみの減量や資源の使い方
について考える社会科見学ツアー
です。　
■日時
　11月19日(木)
　午前8時45分～午後3時45分
■見学施設
①クリーンセンター八乙女
②株式会社Grean
③上伊那クリーンセンター
■集合場所　inadani sees
■定員　20人　
■参加費　1,500円（昼食代）
　　　　　※当日現金にて集金
■持ち物
　飲み物、マイ食器（昼食で使用す
る容器、フォークなど）
■申込締切
　11月11日（水）
※申し込み締切日以降のキャンセル
は、100％のキャンセル料が発生
します。
■申込方法
メールに、氏名、参加人数、電話番号
を記載の上、お申し込みください。
■申込・お問い合わせ先
伊那市地域おこし協力隊　林 耀子

　メール：kurashijunkan.lab@gmail.com

暮らしの裏側のぞき見
ツアー2026
〈ごみ編〉を開催します

はやし ようこ
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　新たなスポーツ施設がオープンします！
日々の練習にぜひご活用ください。
■名称
　PANEX（パネックス）アリーナ
　（美原スポーツセンター）
■所在地　美原7867番地3
■一般開放開始日　12月1日(火）
【予約について】
■受付開始日　11月2日（月）
■予約方法
　伊那市振興公社（☎78-5010）へ
　電話でご連絡ください。
■その他
11月はプレオープン月間としてイベントなどを行います。
　詳しくは市公式ホームページをご覧ください。

家族葬
専用

か ぞくそう

マッピング設置
祭壇プロジェクション
マッピング設置

TEL. 0265-78-8787
伊那市西春近上島2270伊那 伊那市  お葬式 検  索

他斎場：美すず・箕輪・辰野・駒ヶ根

0120-265-028 

精進落としまで・・・
ご家族の想いを叶える総合葬送会館

お通夜から家族葬・一般葬、
精進落としまで・・・
ご家族の想いを叶える総合葬送会館

春日城址公園
県民文化会館

さくらホール

オリンパス様

至ナイスロード

仁愛病院
153

春日公園下

MEGAドン・
キホーテUNY
伊那店様

PANEXアリーナオープン！

■問  スポーツ課 スポーツ施設係

■問  スポーツ課 スポーツ推進係

　全国から集まる高校生ランナー
が、伊那のまちを安全に走ることが
できるよう、ご協力をお願いします。
■日時
　令和9年3月20日（土）・21日（日）
　午前9時～午後2時30分頃
※内容により異なります。
■場所　伊那市陸上競技場発着
　　　　市内駅伝コース沿道ほか
■業務内容
　コース内の交通誘導ほか
■申込期限
令和9年1月29日（金）

※軽食とスタッフウェア
　を支給予定。　

春の高校伊那駅伝
ボランティア募集

■問  スポーツ課 スポーツ施設係

　滑る楽しさをぜひ体験してください。
■開催日時
　令和9年1月23日(土)
　午後0時30分～午後5時30分
■会場
　やまびこ国際スケートセンター
■参加対象　未就学児～小学生
■募集定員
　20人程度（先着順）
■参加料（保険料など含む）　
　2,000円
■申込期限　12月18日（金）
■申込方法
　右の二次元コード
　からお申し込み
　ください。

ちびっこ
スケート教室
参加者募集

▲申し込み ▲申し込み

詳しくはこちら▶

■問  長野県住宅供給公社 ☎98-7450

申込受付期間 
11月2日（月）～11月9日（月） ※土日祝を除く

11月11日（水）抽選日

12月1日（火）入居日

募集予定住宅
市営住宅
市営住宅のお申し込み・お問い合わせ
は、長野県住宅供給公社が行います。

●ハイツ小原南住宅（F）
　2LＤＫ 　40,000円 1戸

●城南町団地 A シルバーハウジング
2DK  　17,700～26,400円 1戸

●城南町団地 C シルバーハウジング
1LDK    18,300～27,200円 1戸

●城南町団地 D
2DK  　18,500～27,600円 2戸

●若宮団地A棟（身体障害者向け）
2LDKH  21,900～32,600円 1戸

●若宮団地リフォーム住宅
2LDK    14,200～22,500円 2戸

●ハイツ小原南住宅（E）
　3LＤＫ 　40,000円 2戸

●若宮若者・子育て向け住宅
　2LＤＫ 　50,000円 1戸

●小原上住宅
　2ＤＫ 　 24,000円 1戸

●山室住宅（UIターン世帯用）
　3ＤＫ 　 25,000円 1戸

※政令月収158,000円以下の世帯向けです。

※中学生以下のお子さんのいる世帯は家賃を
　2割軽減します。

【 公営住宅 】

※入居抽選会の結果により募集内容が
　変更となる場合があります（金額は家賃）。

【 中堅所得者層用住宅 】



松くい虫対策
について▶

　

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
松

林
で
す
が
、松
く
い
虫
に
よ
っ
て
松
枯
れ
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
く
い
虫
被
害
は
、マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
と
い
う
体
長
２
〜
３
セ
ン
チ
の
虫
と
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
体
長
１
ミ
リ

に
満
た
な
い
線
虫
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

被
害
拡
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、ま
ず
、マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
松
林
を
飛
び
回
り
、

枯
れ
て
い
な
い
ア
カ
マ
ツ
の
若
枝
を
食
べ
て

栄
養
を
取
り
ま
す
。そ
の
際
に
、カ
ミ
キ
リ
に

寄
生
し
て
い
た
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が

ア
カ
マ
ツ
の
中
に
侵
入
し
、一
気
に
増
殖
す
る

こ
と
で
ア
カ
マ
ツ
を
弱
ら
せ
枯
ら
し
て
し
ま

い
ま
す
。枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
は
カ
ミ
キ
リ
の
産

卵
場
所
に
な
り
、越
冬
し
た
幼
虫
が
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
成
虫
と
な
り
ま
す
。そ
し
て

成
虫
と
な
っ
た
カ
ミ
キ
リ
に
再
び
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
寄
生
し
ま
す
。寄
生
さ
れ
た
カ
ミ
キ
リ

が
ま
た
松
林
を
飛
び
回
る
こ
と
で
松
枯
れ
を

広
げ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

伊
那
市
で
は
平
成
18
年
に
初
め
て
松
く
い

虫
の
被
害
が
確
認
さ
れ
、そ
の
後
被
害
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
で

枯
れ
た
木
が
増
え
る
と
、台
風
や
大
雪
時
に

倒
木
が
発
生
し
、道
路
や
人
家
に
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。ま
た
松
林
が
枯
れ
る
こ
と
で
マ

ツ
タ
ケ
な
ど
の
特
用
林
産
物
が
取
れ
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
那
市
で
は
被
害
拡
大
防
止
の
た
め
、枯

れ
た
松
の
伐
倒
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。地

区
か
ら
の
要
望
書
を
も
と
に
、市
内
各
地

区
、林
業
事
業
体
、里
山
団
体
な
ど
と
協
働

し
て
伐
倒
処
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

松
枯
れ
を
確
認
し
た
場
合
は
、地
区
を
通
じ

て「
松
枯
損
木
処
理
要
望
書
」を
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
健
全
な
松
へ
注
入
し

て
松
を
守
る
、樹
幹
注
入
費
用
へ
の
補
助
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
予
防
対
策
の
実
施
に
つ

い
て
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
８（
令
和
１０
）年
度
発
刊
予
定
の

伊
那
市
誌
自
然
編「
伊
那
市
を
散
策
し
よ
う
」

で
は
、伊
那
市
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

散
策
で
き
る
場
所
と
し
て
、ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら「
伊
那
市
を
散

策
し
よ
う
」に
掲
載
す
る
写
真
の
募
集
を

行
い
ま
す
。条
件
等
に
合
う
写
真
を
お
持
ち

で
伊
那
市
誌
に
無
料
で
掲
載
し
て
も
よ
い
、

と
い
う
方
は
、市
誌
編
さ
ん
室
へ
お
電
話
、

メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

応
募
写
真
は
、応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た

も
の
に
限
り
ま
す（
撮
影
者
が
故
人
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

　

掲
載
し
た
写
真
の
撮
影
者
は
協
力
者
と

し
て
伊
那
市
誌
に
掲
載
し
ま
す
。詳
細
は
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○「
伊
那
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」

　
伊
那
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
見
た
南
ア
ル

プ
ス
の
山
並
み
、伊
那
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

方
向
へ
の
遠
望

○「
高
烏
谷
山
」

　
高
烏
谷
山
か
ら
見
た
中
央
ア
ル
プ
ス
の
山

並
み
、竜
西
か
ら
眺
め
た
高
烏
谷
山

○「
権
現
山
」

　

権
現
山
か
ら
見
た
南
ア
ル
プ
ス
の
山

並
み
、権
現
山
へ
の
遠
望

○「
鹿
嶺
高
原
」

　

鹿
嶺
高
原
か
ら
の
眺
め（
東
西
南
北
）、

鹿
嶺
高
原
へ
の
遠
望

○「
入
笠
山
」「
塩
見
岳
」「
仙
丈
ヶ
岳
」

　
「
幕
岩
・
白
岩
」「
将
棊
頭
山
」「
鳩
吹
山
」

　
「
守
屋
山
」

　
山
頂
か
ら
の
眺
め（
東
西
南
北
）

○「
小
瀬
戸
・
平
瀬
・
塩
平
・
巫
女
淵
周
辺
」

　
三
峰
川
の
流
れ
と
山
々

○
市
内
の
山
々
か
ら
撮
っ
た
夜
景
、
夜
空

問

50
年
の
森
林
推
進
課

問

市
誌
編
さ
ん
室

A forest story in 50

50年の
森林物語
も り

市誌
編さん室
だより

松
枯
れ
は
な
ぜ
起
き
る
？

「
伊
那
市
を
散
策
し
よ
う
」の

 

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
を
す
る
撮
影
場
所
と
条
件

詳しくは
こちら▲

☎98-0630

メールアドレス ：
shishihensan@inacity.jp

市誌編さん室連絡先
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伊那市長

　稲刈りを終えた田んぼから漂うワラの匂いや、どこからともなく香るキンモク
セイ、そして鮮やかに色づくアルプスの木々の葉。秋の深まりを感じる中、東京日
比谷公園の〝森のレストラン〞では、伊那の味覚を届けるフェアが4回目を迎え、
今年も開催されています。
　120年以上の歴史を重ねてきた「日比谷松本楼」と、「伊那市繋ぐふるさと大使」
でもある小坂文乃社長とのご縁から始まったこの取り組み。シェフが実際に農家
を訪ねるなど交流を重ねる中で、生産者のこだわりが育む伊那谷の素材が高く
評価され、昨年度からは通年メニューとしても提供されています。
　期間中は収穫にあわせて料理を彩る食材も移り変わり、このまちの暮らしの
中で育まれた味が日比谷の地へと届いています。森とともにある暮らしや畑で
重ねられる日々の仕事。遠く離れたまちへ伊那の作り手の思いが届き、食材が
親しまれていることを知ると、この恵みの巡り合わせと私たちが暮らす伊那の
豊かな営みを改めて実感します。

伊那の森から日比谷の森へ
４回目の伊那市フェア！
伊那の森から日比谷の森へ
４回目の伊那市フェア！

地域創造課 地域ブランド推進係問

広報番組
スマートフォンは
こちらから

11月

い～なチャンネル
放送開始時間（毎週土曜日 更新）
伊那ケーブルテレビ 12ch／J501ch

土 午後7時、
午後10時30分

日 午前8時30分、
午後1時30分、午後7時

月 午後4時55分 火 木 午後11時25分

水 午後8時 金 午後3時30分

※都合により、番組内容が変わる場合があ
　ります。

伊那市チャンネル
伊那ケーブルテレビ 11ch

文字情報や広報番組などを放送する
伊那市行政チャンネルです。

YouTubeで公開中

放送日 内　容

日～18

日～7

・伊那市誕生20周年

・令和7年度決算特集
・在宅医療介護連携

vol.30

こころをむすび
伊那をつなぐ

StoryStory

　最近は、虫（昆虫）が苦手という子どもが多いようです。
虫が大好きな私にとっては、少し寂しく感じることがあり
ます。以前、学習帳に昆虫の写真が使われていたのを見かけ
ましたが、いつの間にか別のイラストに変わっていました。
　もちろん、誰にでも苦手なもの、あまり得意ではないもの
があります。虫だけでなく、ヘビなどの爬虫類が苦手という
人もいるでしょう。かくいう私も、実は鳥が苦手です。子ども
のころにはニワトリを抱えていた記憶もありますが、今で
はそれもできなくなりました。
　こうしたことは、生き物との関係だけではありません。人と
人との間にも、話しやすい人、少し緊張してしまう人など、
さまざまな関係があります。それぞれに感じ方や考え方が
違うのですから、相性が合わないことも自然なことだと思い
ます。
　大切なのは、苦手だからといって、その存在まで否定しな
いことではないでしょうか。無理に好きになる必要も、我慢し

て近づく必要
もありません。
「自分とは違う
けれど、こうい
うものもある」
と認めること
ができれば、そ
れで十分なの
だと思います。
　「多様性」と
いう言葉があります。「多様性」とは、みんなが同じように
考え、何でも分かり合うことではありません。考え方や感じ
方が違う人がいることも含めて、お互いの存在を認めること
です。カエルにとってのヘビ、私にとっての鳥。そんな違い
も、多様性の一つなのかもしれません。
　虫が好きな子もいれば、苦手な子もいる。人付き合いが
得意な人もいれば、時間をかけて関係を築く人もいる。それ
ぞれでいいのだと思います。
　すべてを分かり合えなくても、違いをそのまま受け止め
る。そんな優しい気持ちを、私たちは大切にしていきたいも
のです。
　虫に夢中になっている子どもたちを見て、そんなことを
考えました。

はちゅう

こさか あやの

違いを認めることから
始まる多様性

期　間 ： 11月30日（月）まで
会　場 ： 日比谷松本楼 本店（千代田区日比谷公園1-2）

伊那市長
コラム伊那の風
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いなしいなしで子育て子育て

16日（月）
26日（木）
10日（火）
27日（金）
2日（月）
11日（水）
20日（金）
9日（月）
30日（月）
13日（金）
17日（火）

おはなしの泉
やさしいベビーマッサージ
髪カット・ヘアアレンジ
オリーブコンサート
「トーンチャイムってなーに？」
助産師相談
主婦の知恵袋
おはなしグループでんでんむし
歯科相談
消防団音楽隊演奏
ピアノ連弾＆ドレミパイプ体験

●

●

●

●

●

竜 南

上の原

富 県

西箕輪

高 遠

午前10時30分～11時開講時間

子育て支援センター
講座案内

※子育て講座へ参加ご希望の方は、事前に各センターへお申し込みください。
※センターの状況や講座により、予約優先にさせていただく場合があります。
　なお、電話がつながらない場合は、竜南子育て支援センター以外は、
　留守番電話でも予約を受け付けます。留守番電話に「ご希望の講座名」
　「登録番号」「登録者の名前」を入れてください。

　保育園に隣接する「竜南子
育て支援センター」と連携し、
1年を通じてさまざまな交流を
行なっています。

子育て支援センターとの連携交流
竜南保育園

問 こども政策課 問 子育てサポート課（☎78-9711）/【高遠町】市民福祉課

育児相談（午前9時～11時30分）※体重測定ができます
○火曜日（祝日を除く）伊那市保健センター
健康相談（午前9時～11時30分）
○10日（火）美篶・東春近・西春近支所、長谷健康増進センター
○17日（火）富県・手良・西箕輪支所、高遠町保健センター
○24日（火）長谷健康増進センター
 要予約　離乳食相談（午前9時～11時30分）
○10日（火）伊那市保健センター、長谷健康増進センター
○17日（火）高遠町保健センター
○24日（火）伊那市保健センター、長谷健康増進センター
子育て相談（午前8時30分～午後5時）
○平日 伊那市保健センター（☎72-0999）
子どもの発達に関する相談（午前8時30分～午後5時）
○平日 小鳩園（☎72-2576）
教育相談（午前8時30分～午後4時30分）
○平日 学校教育課 教育支援係

取り組み
を

紹介しま
す

保育園の園庭で、「大きなかぶ」の
お話を一緒に楽しむこどもたち。
「うんとこしょ！どっこいしょ！」
元気な声が響きます。

リズム室で歌を歌ったり、
パネルシアターを見たりして
楽しい時間を過ごします。

女性のしごと相談 : 午前10時～正午

6日（金） ： 高遠子育て支援センター
18日（水） ： 上の原子育て支援センター

市内在住の0歳～小学
校就学前のお子さんの
写真を募集しています。
右の二次元コードから
ご応募ください。 秘書広報課問

いとねちゃん
（0歳）
笑顔100点満点!
これからもにこ
にこ楽しく過ごそ
うね!

わが子の
思い出
フォト

さとちゃん
（3歳）
なぎちゃん
（5歳）
いつも笑顔をあり
がとう!仲良く元気
に過ごしてね!

いっしょにあそぼうよ！

園庭でつながっている
センターへあそびのお誘い。
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福祉相談課 相談支援係/伊那市地域包括支援センター問

「
人
生
会
議
の
日
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

１１
月
３０
日（
月
）は
厚
生
労
働
省
が

定
め
る
人
生
会
議
の
日
で
す
。人
生

会
議
と
は「
も
し
も
」の
時
に
備
え
て
、

自
分
が
ど
の
よ
う
な
医
療
や
介
護
を

望
み
、大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
か

を
考
え
、家
族
や
信
頼
す
る
人
と
話

し
合
い
を
す
る
こ
と
で
す
。病
気
や
認

知
症
等
で
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
も
、自
分
の
意
思
を
尊
重

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
、市
の
高
齢
者
を
対
象
に
人

生
の
最
期
に
つ
い
て
、「
家
族
と
話
し

合
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、半
数
近
く
の

方
が「
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
が
な

い
」と
い
う
結
果
で
し
た
。

こんにちは保健師です

アンケート調査

自分ノート

「デコ活」始めませんか？
Eco life

シリーズ
エコライフ

生活環境課 ゼロカーボン環境政策係問

介護・認知症カフェ「オレンジ」

午前10時～11時30分

午前9時30分～11時30分

午前10時～11時30分

午前9時30分～11時30分

●

●

●

●

溝 友 館

ぬくもり館

6日（金）

12日（木）

13日（金）

25日（火）

　参加費は200円です。

問 福祉相談課（福祉まちづくりセンター内）

介護相談・認知症相談

問 健康推進課
※終了時刻までに受付を済ませてください。献血

28日（土）● MEGAドン・キホーテ
UNY伊那店
午前10時～正午／
午後1時15分～3時30分

本人ミーティング（参加費無料）
21日（土）● 福祉まちづくりセンター

午後1時30分～3時30分

オレンジカフェコンサート
1日（日）● 溝友館

午後1時30分～3時30分

（ 山 寺 ）

（ 長 谷 ）

（高遠町）

（西箕輪）

（ 長 谷 ）

高遠町保健センター

福祉まちづくりセンター

　「デコ活」とは「脱炭素につながる豊かな暮らしを創る国民運動」の愛称で、
二酸化炭素（CO₂）を減らす脱炭素（デカーボナイゼーション)と、環境に良い
エコと活動・生活を組み合わせた新しい言葉です。ここでは、環境省が一例と
して挙げている取り組みを紹介します。
「デ」電気も省エネ 断熱住宅
　断熱リフォームや窓断熱リフォームで生活が快適になり、冷暖房費も抑え
られ省エネにもつながります。新築住宅をお考えの方は是非「ZEH（ゼロ・エネ
ルギー・ハウス）」をご検討ください。長野県では、令和10年度からZEH水準が
義務化されます。
「コ」こだわる楽しさ エコグッズ
　省エネ家電に買い替えたり、電灯をLED化したりすることで電気使用量が抑
えられ、電気代がお得になり、省エネにつながります。2027年末までに蛍光灯
の製造・輸出入が停止するため、電灯LED化は近い将来必須になります。
「カ」感謝の心 食べ残しゼロ
　食品ロスを削減することで食費の節約と焼却量の
削減につながります。
「ツ」つながるオフィス テレワーク
　ガソリン代の節約と通勤時間分を家族や趣味の
時間に使えます。

環境省HP
「デコ活」▲

自
分
ノ
ー
ト
を
き
っ
か
け
に

　

家
族
と
話
を
す
る
の
は
切
り
出
し

に
く
い
も
の
で
す
が
、市
で
発
行
し
て

い
る「
自
分
ノ
ー
ト
」を
使
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
「
自
分
ノ
ー
ト
」と
は
、介
護
や
医

療
が
必
要
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
い

生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、望
み
や

心
づ
も
り
を
書
い
て
お
く
ノ
ー
ト
で

す
。「
自
分
ノ
ー
ト
」を
き
っ
か
け
に
、

家
族
や
信
頼
す
る
人
に
話
を
す
る
こ

と
で
、自
分
の
思
い
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
ノ
ー
ト
」は
福
祉
相
談
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。自
分
ノ
ー
ト

や
人
生
会
議
に
つ
い
て
の
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

詳しくはこちら▲

人生の最期の迎え方について
家族や身近な方と
話し合ったことがありますか

十分に話し合っている

話し合ったことがある

話し合ったことはない

無回答

3％ 4％

55％

38％

（☎96-8101）
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11月
税理士会員による税務相談
行政書士による各種相談

公証人による公証相談

消費生活相談

交通事故巡回相談

心配ごと相談

司法書士による法律相談

弁護士による法律相談

ひきこもり相談

税理士会伊那支部 ☎74-8170

6日（金）午前10時～正午 高遠町総合支所
12日（木）午前9時～11時 市役所303会議室

要予約
要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

相談は無料です。お気軽にどうぞ。 各種相談
相談内容 いつ どこ お問い合わせ先

精神科医による精神保健相談

くらしと健康の相談会
（弁護士・保健師による相談） 日程はお問い合わせください。

20日（金）午後２時～４時

日程はお問い合わせください。臨床心理士によるこころの相談

人権相談

健康相談

健康相談

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分

伊那保健福祉事務所　
健康づくり支援課

伊那市保健センター

健康推進課 保健係

健康推進課 保健係

高遠町総合支所 市民福祉課

健康推進課 保健係

伊那保健福祉事務所
健康づくり支援課 ☎76-6837

女性相談 月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時 伊那市保健センター 子育てサポート課

こども相談係 ☎72-0999

総務課 庶務係行政相談

長野地方法務局伊那支局 ☎78-3462

福祉相談課 相談支援係 ☎96-8101

福祉まちづくりセンター
「ふれあい相談センター」 ☎72-8186
※予約受付：火・木・金曜日
　（祝日を除く）午前９時～午後４時

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

13日（金）午後1時～3時

6日（金）、20日（金）、27日（金）
午前9時～正午

火・木・金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

26日（木）午後1時～3時

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後5時

11日（水）午後1時～3時
4日（水）午後1時30分～3時

長野地方法務局伊那支局

福祉まちづくりセンター

福祉まちづくりセンター

伊那合同庁舎内交通事故相談室

伊那市消費生活センター

伊那公証役場

行政書士会 伊那支部

上伊那地域振興局 総務管理課 ☎76-6803

伊那市消費生活センター ☎96-8165

伊那公証役場　☎73-8622

行政書士会伊那支部 ☎73-2208

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時
17日（火）午前9時～11時30分
10日（火）、24日（火）午前9時～11時30分

高遠町保健センター
長谷健康増進センター

※都合により変更になることがありますので、電話でご確認ください。
※市内のみ掲載しています。市外については市公式ホームページをご覧ください。

11月の 休日緊急当番医・休日当番薬局　　

8日
日

1日
日

29日
日

15日
日

22日
日

神山内科医院
厚生連西箕輪診療所
片桐医院
アイン薬局伊那西町店
おおがや薬局
調剤薬局マツモトキヨシ伊那日影店
田畑内科医院
新井耳鼻咽喉科医院
アイン伊那中央薬局
仁愛病院
岩田クリニック
天竜河畔医院
ひだまり薬局
和光堂薬局
下條医院
春日医院（高遠）
富士眼科医院
アイン薬局荒井橋店
いろは堂薬局
アイン伊那薬局
下島医院
重盛医院
赤い屋根のさかい薬局
真誠堂薬局
みぶの里クリニック
中村クリニック
アイン薬局伊那東店
池上医院
北原内科
遠州屋薬局
ホシ薬局

78-5151
73-3351
72-4072
98-8030
74-0075
71-5710
78-6668
77-0033
74-7333
78-3333
73-1929
72-2205
98-6902
76-3141
76-5353
94-2054
74-7166
98-5350
94-2110
77-0085
72-2204
72-2384
74-7265
72-3524
93-3003
77-0206
72-5960
72-4060
94-2255
94-2201
72-2365

（内）
（内）
（内、心）
　
　
　
（内）
（耳）
　
（内、外）
（泌）
（整）
　
　
（内、小、脳）
（内）
（眼）

　
　
（内）
（内、小）
　
　
（内）
（小、外）
　
（内）
（内）

医
医
医
薬
薬
薬
医
医
薬
医
医
医
薬
薬
医
医
医
薬
薬
薬
医
医
薬
薬
医
医
薬
医
医
薬
薬

西 町
西 箕 輪
日 影
西 町
西 箕 輪
日 影
中 央
上 牧
中 央
西 町
荒 井
御 園
西 町
上 牧
手 良
高 遠 町
狐 島
荒 井
高 遠 町
手 良
中 央
荒 井
御 園
中 央
美 篶
狐 島
狐 島
坂 下
高 遠 町
高 遠 町
坂 下

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

産業と若者が息づく拠点施設allla

23日
月・祝

3日
火・祝

休日歯科診療
上伊那口腔保健センター　☎78-8510
1（日）、3(火・祝)、8（日）、15（日）、22（日）、
23（月・祝）、29（日）
受付時間：午前8時30分～11時30分

水道料金・下水道使用料
伊那市上下水道料金センター　☎78-5125
日時：月～金曜日（祝日は除く）
　　 午前8時30分～午後5時15分
場所：市役所1階

ごみ処理施設
上伊那クリーンセンター　☎98-8337
燃やせるごみ受入日：月～金曜日
午前8時30分～午後4時30分
11月の休日受入日：3日（火・祝）、23日（月・祝）
クリーンセンター八乙女　☎79-8773
燃やせないごみ受入日：月～金曜日
午前8時30分～午後3時30分
11月の休日受入日：3日（火・祝）、23日（月・祝）

証明書交付等取扱
市民サービスコーナー（伊那市役所内）
開設日：土曜日、日曜日、祝日
　　　　時間：午前8時30分～午後5時
コンビニ交付
　　　時間：午前6時30分～午後11時
取扱証明書：住民票・印鑑登録証明書・
           　戸籍謄抄本・戸籍の附票・　
　　　 　　所得証明書
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社
会
教
育
委
員
が
行
く

P19・P20
P21
P22

●生涯学習センターからのお知らせ

●信州高遠美術館からのお知らせ
●図書館からのお知らせ P23

P24・25●創造館だより

●高遠町歴史博物館
   伊那市民俗資料館からのお知らせ

※それぞれの日程や内容が変更になる場合があります。 詳しくは市公式ホームページをご覧いただくか、各施設にお問い合わせください。

令
和
8
年
9
月
6
日（
日
）（
美
篶
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

美
篶
防
災

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

今
年
で
3
回
目
と
な
る「
美
篶
防
災
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
や
簡
易
ト
イ
レ
・

マ
ス
ク
作
り
、消
火
器
体
験
、ポ
ン
プ
車
試
乗
な

ど
の
多
彩
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
形
式
で
回
る
ほ
か
、給
水
リ
レ
ー
や
防
災

宝
探
し
な
ど
の
競
技
も
行
わ
れ
、会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。分
館
役
員
や
ス
ポ
ー
ツ
相
談

員
、交
通
安
全
協
会
な
ど
関
係
者
の
尽
力
に
よ

る
充
実
し
た
企
画
と
防
災
グ
ッ
ズ
の
体
験
が
人

気
を
集
め
、ス
タ
ッ
フ
以
外
に
２
０
０
人
以
上
の

住
民
が
参
加
し
、会
場
は
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
も
集
ま

り
、ま
さ
に
防
災
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
大

盛
況
で
し
た
。災
害
時
に
役
立
つ
知
識
を
実
践

的
に
学
べ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、多
世
代
に

わ
た
る
地
域
交
流
の
場
と
し
て
も
大
変
価
値
の

あ
る
時
間
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。地
域
の
絆
を
深
め
る

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、今
後
の
継
続
を
願
っ
て

い
ま
す
。

宮
下　

理
人

Inspection Report

文化施設だより
2026
月号��

発行 令和8年11月1日

C u l t u r a l  f a c i l i t y
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み
や
し
た

ま
さ
と

「
歴
博
わ
く
わ
く
教
室ｰ

秋ｰ

」

今
年
も
開
催
し
ま
す
。

11
月
21
日（
土
）・22
日（
日
）開
催

　

高
遠
町
歴
史
博
物
館
で
は
、博
物
館
や
地
域
の
歴
史
に
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、親
子
向
け
に
開
催
し
て
い

る
の
が
歴
博
わ
く
わ
く
教
室
で
す
。

　

秋
に
開
催
す
る
わ
く
わ
く
教
室
で
は
、展
示
資
料
を
見
な
が
ら
解
く
ク
イ
ズ
や
、館
内
に
隠

れ
た
忍
者
を
探
す
ゲ
ー
ム
な
ど
、博
物
館
全
体
を
使
っ
て
遊
ぶ
企
画
の
ほ
か
、昔
な
が
ら
の

遊
び
体
験
、拓
本
や
発
掘
な
ど
博
物
館
の
お
し
ご
と
体
験
、木
工
や
水
引
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト

体
験
、マ
ジ
ッ
ク
の
体
得
と
い
っ
た
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、地
元
小
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
ド
リ
ン
ク
や
ス

イ
ー
ツ
、パ
ン
の
販
売
な
ど
お
楽
し
み
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。博
物
館
イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ（
P
23
）

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伊那市立高遠町
歴史博物館HP

Event Information
歴
博
秋
の
イ
ベ
ン
ト
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生涯学習センターお知らせ

※会場をご予約される際、日程・会場がご希望どおり確保できない場合があります。恐れ入りますが、あらかじめ予備日をご用意ください。
※主催者の都合により、催事の内容・時間などが変更になる場合もありますのでご了承ください。

伊那市生涯学習センター
〒396-0025 伊那市荒井3500-1（いなっせビル内）　☎0265-78-5801／FAX.0265-78-5802
e-mail:sgc@inacity.jp

開館時間：午前8時30分～午後10時　休館日：毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は木曜日)・年末年始

お申し込み・お問い合わせ

[ホール・展示ギャラリー]
【予約対象期間】令和9年12月2日(木)～28日(火)
[会議室などそのほかの施設]
【予約対象期間】令和9年2月1日(月)～28日(日)

【日　時】12月1日(火)
     　　  受付開始:午後6時30分～ 調整会議:午後7時～　　　　
【会　場】研修室501（生涯学習センター5階）
      　　 ※午後7時前には必ずお集まりください。

12月の予約調整会議

11月の主な催し物
ニシザワいなっせホール(6階)
● 1日(日)  TJAR2026報告会　午後1時～
● 3日(火・祝)　伊那市誕生20周年記念式典　午前9時30分～
● 6日(金) 童謡唱歌教室　午前10時45分～
● 7日(土) 保育士さんいらっしゃい 保育のおしごと就職フェア（南信会場）
 午後1時～
● 8日(日) なかよしコンサート 午後1時30分～
●12日(木) 伊那地区介護予防自主グループ交流発表会
 午後1時～
●14日(土) 音楽教室カンタービレ演奏会　午後1時～
●17日(火) まほらいな市民大学　午後1時30分～
●23日(月・祝)　ＩNAいなっせJAZZ　FESTIVAL　午後2時～
●26日(木) まほらいな市民大学　午後1時30分～

展示ギャラリー(2階)
●12日(木)～17日(火)　上伊那教職員OB・OG美術展　
　午前9時～午後5時（12日は正午から、17日は午後2時まで）
●21日(土)・22日(日)　上伊那科学作品展　
　午前8時30分～午後4時（22日は午後3時まで）

4日（水)、11日（水)、18日（水)、25日（水）
休館日11月

　「伊那市でジャズを！」と始まったこの企画も、今年で第20回目を迎
えます。みんなでスイング♪ニシザワいなっせホールをグルーヴィーな
空気で満たしましょう！
【日　時】11月23日(月・祝)　午後2時～(開場1時30分)
【会　場】いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
【入場料】一般：1,000円　大学生以下：500円　<全席自由>
【お問い合わせ】伊那市生涯学習センター内
　　　　　　　ＮＰＯ法人クラシックワールド
＜出　演＞
　♪しろくま楽団　　
　♪Miho☆Mana
　♪いなっせJazz Friends　　
　♪伊那中学校吹奏楽部ほか しろくま楽団

第20回 INAいなっせJAZZ FESTIVAL
　第23回を迎える伊那市民芸術文化祭を開催します。
　芸術文化活動の成果を発表する場として、多くの舞台発表や作品展
示が行われます。芸術文化鑑賞の機会として、ぜひ、お越しください。
○舞台発表部門
【日　時】12月5日（土）午前10時～正午頃
　　　　12月6日（日）午前10時～午後6時頃
【会　場】いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
【内　容】ダンス、楽器演奏、バレエなど
○美術展示部門
【日　時】12月5日（土）午前10時～午後5時
　　　　12月6日（日）午前10時～午後5時
【会　場】いなっせ2階展示ギャラリー・5階研修室/創作室
【内　容】絵画、生け花、書、手芸、工芸、写真など
【お問い合わせ】ＮＰＯ法人伊那芸術文化協会　☎78-6106

第23回 伊那市民芸術文化祭

ちびっこ広場から   11月のお知らせ
会場：生涯学習センター7階ちびっこ広場

※予定は、変更または中止になる場合があります。
【助産師さんの相談日】13日(金）午前10時30分～正午

学生のために
無料　　で使える自習室

伊那北駅アルプス中央
信用金庫
伊那北支店

アルプス中央
信用金庫
伊那北支店

アルプス中央
信用金庫
伊那北支店

住　所：伊那市山寺3174-3

連絡先：090-9131-8811

学生用自習室
 Manabina（まなびな）

詳細はQRコードから、
ご覧ください。
(利用方法や注意事項は、
変更になる場合があります)

"学び"と"伊那"をかけて、Manabina(まな

びな)と名づけましたこの場を有効活用し

ていただき、いっぱい勉強して将来は

未来の伊那のために活躍してください。
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教室名・講師 内　　容 講座回数・日程・曜日 時   間 受講料
（円）

教材費
持ち物など

対象者
定員（人）申込番号

8,800L40
大人のバレエで美しく（後期）
バレエスタジオ・アン講師
湯本 真由美（ゆもと まゆみ）

一般
20

9:30～
10:40

（計１１回）
12月12日、26日、1月9日、16日、
23日、30日、2月6日、13日、27日
3月6日、13日（土曜日）

持ち物：タオル、バ
レエシューズ、水分
補給飲料

優雅なクラシックバレエの世界。
基礎講座なのでどなたでも楽しめ
ます。

6,400L41
メディカルヨガ（後期）

リラデラ主宰/看護師国家資格
目代 なおこ（もくだい なおこ）

一般
20

9:30～
10:40

（計８回）
12月11日、25日、1月8日、22日
2月12日、26日、3月12日、26日
（金曜日）

持ち物：ヨガマット
（又は滑らないシー
ト）、バスタオルかブ
ランケット1枚、タオ
ル、水分補給飲料

心と体の不調改善を目指すヘルス
ケアヨガ。心身の状態を知り、セルフ
ケアに役立てましょう。

6,400L42

リズムで鍛える!!
STRONG Nation™(後期)
ストロングネーション インストラクター
加藤 さや香（かとう さやか）

一般
20

19:30～
20:30

（計８回）
12月7日、21日、1月11日、25日
2月8日、22日、3月1日、15日
（月曜日）

持ち物：運動しやす
い服装、室内運動
靴、タオル、水分補
給飲料、ヨガマット

音楽に合わせて有酸素運動や格闘
技系の動きで、筋力と心肺機能を効
率よく鍛えます。

6,400L43

こころを整える
マインドフルネス瞑想

訪問看護ステーションなゆき公認心理師
森口 裕理（もりぐち ゆり）

一般
20

19:00～
20:10

（計８回）
12月14日、28日、1月4日、18日
2月1日、15日、3月8日、22日
（月曜日）

持ち物：水分補給飲料、
お持ちの方はヨガマット
服装：締めつけが少ない
ゆったりとしたもの

今に集中し自分の気持ちや感覚に
気づく。毎日の暮らしに生かせる心
のトレーニングを始めませんか。

6,400L44

英語を通して
世界を広げよう(後期)
元長野県看護大学教員
井村 俊義（いむら としよし）

一般
15

10:00～
11:10

（計８回）
12月11日、25日、１月8日、22日
2月12日、26日、3月12日、26日
（金曜日）

教材費：100円
持ち物：筆記用具

さまざまな種類の英文を読みなが
ら、世界を広げていきましょう！
【金曜日講座】

6,400L45

英語を通して
世界を広げよう(後期)
元長野県看護大学教員
井村　俊義

一般
15

10:00～
11:10

（計８回）
12月12日、26日、１月9日、23日
2月13日、27日、3月13日、27日
（土曜日）

教材費：100円
持ち物：筆記用具

さまざまな種類の英文を読みなが
ら、世界を広げていきましょう！
【土曜日講座】

6,400L46

タイムカプセル
歌人と楽しむ万葉集（後期）

元長野県立高校教諭
大日方 章（おびなた あきら）

一般
20

10:00～
11:30

（計８回）
12月12日、19日、1月16日、30日
2月6日、20日、3月6日、20日
（土曜日）

教材費：100円
持ち物：筆記用具、
万葉集（あれば。全
歌収録のもの、出版
社不問）

日本最古の歌集。元号の出典として
の「万葉集」の歌を鑑賞し味わうとと
もに、楽しみながら読み進めます。

6,400L47

芭蕉「奥の細道」
を読もう

元長野県立高校教諭
大日方　章

一般
20

10:00～
11:30

（計８回）
12月11日、18日、1月15日、29日
2月5日、19日、3月5日、19日
（金曜日）

教材費：100円
持ち物：筆記用具

江戸時代に作られた「奥の細道」な
ど代表的古典作品を読み、味わい
ます。

6,400L48

すぐに使える
実践英会話ワークショップ

ブリッジ英会話
Christina Ihara

一般
20

19:00～
20:00

（計８回）
12月3日、17日、1月14日、28日
2月18日、25日、3月11日、25日
（木曜日）

持ち物：筆記用具
仕事や日常の様々な場面で使える
「伝わる英語力」を実践的に身につ
けます。

6,400L49

スマホで楽しむ！
コマ撮りアニメ講座

コマ撮りアニメーション作家
手塚 ほたる（てづか ほたる）

一般
20

10:00～
11:30

（計８回）
12月12日、19日、1月16日、30日
2月6日、27日、3月6日、20日
（土曜日）

教材費：800円
持ち物：筆記用具、
スマートフォン

身近なものや人形を使ってコマ撮り
アニメを撮影し、動かないものが動
き出す楽しさを体験！どなたでも参
加できます。

6,400L50

アップサイクル！
初めての裂き編み講座
裂き織り・裂き編み作家
上田 真悠子（うえだ まゆこ）

一般
10

10:00～
12:00

（計８回）
12月11日、25日、1月8日、22日
2月12日、26日、3月12日、26日
（金曜日）

材料費：4,000円
持ち物：裁ちばさ
み、かぎ針8号又は
10号、とじ針（貸し
出し可能）

古着や古布を、裂き布にして編んで
いく裂き編み。自由に組み合わせて
おしゃれに楽しみましょう！（※市販
の生地も使用します。）

6,400L51
はじめての筆文字アート
筆文字彩りアーティスト

Kuroe

一般
10

10:00～
11:30

（計８回）
12月19日、26日、1月23日、30日
2月20日、27日、3月6日、13日
（土曜日）

教材費：100円
持ち物：ペンてる筆ペ
ン中字、らくがき帳、
お持ちの方は色鉛筆・
水性カラーペン等 

書道経験・絵心ゼロ・初めて、でも大
丈夫です。基礎から学ぶ、ゆるり癒し
の筆時間。想い伝える「言ノ葉紡ぎ」
をご一緒に。

6,400L52
おいしく学ぶ薬膳料理
中医薬膳指導員®
渋谷 美香（しぶや みか）

一般
16

10:00～
12:00

（計８回）
12月12日、26日、1月9日、23日
2月13日、27日、3月13日、27日
（土曜日）

材料費：8,000円（8
回分）持ち物：エプロ
ン、筆記用具、布巾、
持ち帰り用タッパー

季節の移ろいや体調に合う、手に入
りやすい食材で、薬膳の知識と料理
を学んでみましょう。

4,800L53

楽しもう！紅茶と煎茶
煎茶道方円流

唐澤温園（からさわおんえん）
北原悦園（きたはらえつえん）

一般
12

19:00～
21:00

（計６回）
12月3日、1月7日、21日
2月4日、18日、3月4日
（木曜日）

材料費：3,000円
持ち物：なし

煎茶道方円流の手前に触れながら、
芸術文化の世界を楽しむ講座です。

●お申し込み先
Eメール：inageibun@gmail.com （教室名 または 申込番号、氏名、住所、電話番号を記載してください。） 
着信順で終日受け付けます。 
☎（留守電含む）：78-6106（NPO法人伊那芸術文化協会）
受付時間：月～土曜日午前9時30分～午後5時30分（日曜日・祝日休み）

●申込締切
各教室開講の１週間前まで。（教室によっては開講前日まで受け付けしますのでお問い合わせください。）
定員になり次第締め切ります。/ 開講条件５人以上。/ 伊那市にお住まいでない方も申し込みできます。　

●受講場所
伊那市生涯学習センター（いなっせビル）
注１）講師および施設の都合、その他やむを得ない理由により、受講日が変更になる場合があります。 
注２）メール・電話でのお申し込み後にキャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。
注３）受講料受領後のキャンセルおよび返金はできません。

主催/伊那市
主管/NPO法人伊那芸術文化協会（伊那市荒井3500-1 いなっせビル5F）

＜受講料親子割引＞
親子（親と小中高生）の場合、

子は半額

メールでのお申し込みに
ご協力お願いします。

お申込み先メールアドレス

公式HPにて最新情報を更新中！
今後の催しなど、ぜひご確認ください

令和8年度（後期）
芸術文化を手軽に体験し、自分にあったものを
見つけてみませんか？芸術文化体験教室 受講生募集！



〒396-0025　伊那市荒井3417-2
TEL.0265-73-2222　
FAX.0265-76-7122
開館時間：午前10時～午後7時
休館日：毎週月曜日、毎月最終火曜日

伊那図書館
〒396-0211 伊那市高遠町西高遠810-1
TEL.0265-94-3698　FAX.0265-94-2056
開館時間：午前10時～午後7時
日曜日のみ開館時間：午後5時まで
休館日：毎週月曜日、毎月最終金曜日、祝日

高遠町図書館

公民館図書室 お問合せ：TEL.0265-73-2222　

春近郷ふれあい館図書室 富県ふるさと館図書室

長谷公民館図書室 西箕輪ぬくもり館図書交流スペース

西春近公民館図書室てらとぴあ手良図書室

★おはなし会　午前10時30分～※改修工事のため、令和9年3月31日（水）まで休館

★おはなし会　午前10時30分～

は休館日です

美篶きらめき館図書室

は職員がいます
※平日～土曜日は自動貸出機が使えます

4日(水) 午前11時～　定員15組親子でふれあいリトミック 予約優先

赤ちゃん向け（わらべうた）
未満児向け（読み聞かせ）

11日（水）、25日（水）午前11時～
18日（水）午前11時～おはなしのひろば

パパ’ｓ絵本プロジェクト伊那「絵本ライヴ」

伊那市内で活躍中の、お父さん5人からなる
読み聞かせグループ「パパ’ｓ絵本プロジェクト伊那」
によるおはなし会です。
先輩パパ達の、歌あり、楽器ありの
読み聞かせをお楽しみください。

15日（日）午前10時30分～

こどもひろば

絵本の読み聞かせと「クリスマスの壁飾り」の
工作をします。
※こどもひろばイベント内で、12月19日(土)の
「こどもひろば～クリスマススペシャル～」
定員30人の先行受け付けをします。

28日（土）午前10時30分～

東京藝術大学連携40年記念特別展
「伊沢修二と高遠」展示中

対象：どなたでも
28日（土）午前10時30分おはなしぱれっとのおはなし会

対象：小学生から大人
29日（日）午後4時～

※演じる方は2日前までに申込みが必要です。
みんなのおはなし会

7日（土）午後3時～
銀盤ハーモニカアンサンブルのコンサートです。I・U・Pコンサート

アイアップ

今月のおすすめ本

有川　浩/著　文藝春秋

カギしっぽのナナと心優
しい青年サトルの、最後
の旅の物語。

『旅猫リポート』
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★

★

2日（月）、3日（火・祝）、9日（月）、16日（月）、
23日（月・祝）、24日（火）、27日（金）、30（月）

休館日
2日（月）、9日（月）、16（月）、23日（月・祝）、
24日（火）、30日（月）               

休館日11月 11月

おはなし会・イベントおはなし会・イベント

「長野県１５０周年」（一般室）記念の年に知ってみませんか？わたしの、私たちの長野県。
「秋の紅葉とどんぐり」（こども部屋）秋の自然を感じる本、たくさんあります。

テーマブック

図書館お知らせ

12月5日（土）午後1時30分～　定員先着親子20組
サンタさんが遊びに来るよ♪図書館HPよりお申し込みください。
申込期間：3日（火・祝）～22日（日）

おはなしのひろば クリスマススペシャル

12月13日（日）午後1時30分～
「ぴよちゃん」でおなじみのいりやまさとしさんがやってくる！
事前申込み＆抽選となります。図書館HPよりお申し込みください。
申込期間：18日（水）～29日（日）

絵本作家ワークショップ  いりやまさとしさん

 ｜ 耐　震 ｜ 耐　久 ｜ 耐火性 ｜ 
RCコンクリートの家高いデザイン性

オンリーワン

お洒落なコンクリートに、木の温もりが融合した住まい
木造住宅＆
リフォームも
承ります。

見積り無料 お気軽にご相談ください。

TEL.0265-72-7221  FAX.0265-72-7225
〒396-0023 長野県伊那市山寺 254-4
建設業/長野県知事許可（特-6）第27046号　宅地建物取引業免許　長野県知事（14）第1464号



「あやつり」
制作年：1973年 

技法･素材 ：油彩･ 画布

平沢 喜之助
（1919-1994）

新収蔵作品展から

きのすけひらさわ

　平沢は、長野県上伊那郡宮田村に生まれ、帝国美

術学校(現武蔵野美術大学)に入学し、中退して兵役

に従事します。その後再び画道を志しました。

　作風は岩のように重厚な質感、独特のフォルムと

色調が特徴的です。一見冷たく怖々しく強い印象を

受けますが、作品に向き合うと情感のこもった温か

みを感じられます。

　そして、多くの画題を描いた平沢ですが、とりわ

け道化(ピエロ)を多く描いています。本作もその一

つで、塗り重ねられた絵具のマチエールや描かれた

道化の表情に引き込まれます。道化には、作家自身

の人生の喜怒哀楽を投影しているといわれており、

かもすると平沢自身を描いた作品なのかもしれま

せん。

今月の一押し!

入 館 料　一般500円（割引料金400円）
※高校生および18歳未満の方、障害者手帳などをお持ちの方とその付き添いの方1人は無料です。

信州高遠美術館
TEL.0265-94-3666  FAX.0265-94-3936　e-mail: t-bjk@inacity.jp
開館時間　午前9時～午後5時（最終受付は午後4時30分まで）

〒396-0213　伊那市高遠町東高遠400
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4日(水)、10日(火)、
16日(月)～20日(金)、24日(火) 

休館日11月

収蔵作品展－いきものいろいろ－
【会　期】10月31日(土)～11月15日(日) 
【会　場】第一展示室 
【内　容】これまで多くの作家たちに愛されてきた画題の１つであ

る生き物(動植物)に焦点をあてた展覧会です。池上秀
畝の動植物画や木内克のテラコッタ作品など多様な表
現の「いきもの」に出会える展覧会です。 

【出品作家】池上秀畝、江崎孝坪、北原米麟、木内克、熊谷守一、
　張替正次、吉田三郎他

いけがみ  しゅうほ

はりかえ  しょうじ よしだ  さぶろう 

えざき  こうへい きたはら  べいりん きのうち  よし くまがい  もりかず 

展覧会情報

信州高遠美術館お知らせ

木内克「猫」

円室ギャラリー展　小雅と竜王-趙暁佳×劉凹二人展
【会　期】11月21日(土)～12月6日(日)
【会　場】第１展示室・市民ギャラリー
【内　容】中国で活動する2人の作家の展覧会です。作家は共に音楽と美術の分野で活動し

ており、その中で生まれた身近なものをテーマにした油彩画を展示します。

伊那市誕生20周年　未来を織りなす 伊那市小中高生美術作品展
【会　期】12月12日(土)～令和9年1月17日(日)
【会　場】第１展示室・ギャラリー
【内　容】伊那市誕生20周年を記念して、伊那市の輝かしい

未来を織りなす機織りびととなる小中高生の作品
を展示します。児童生徒が現在の自分を表現した
作品の数々をご覧ください。

新収蔵作品展
【会　期】10月31日(土)～12月6日(日) 
【会　場】第二展示室 
【内　容】近年新たに館の収蔵品となった

作品を展示します。 
【出品作家】池上秀畝、江崎孝坪、小坂芝田、  

　児玉果亭、中村不折、張替正次、
　平沢喜之助、山岸主計

いけがみ  しゅうほ こさか  しでんえざき  こうへい

なかむら  ふせつ こだま   かてい はりかえ  しょうじ

やまぎし  かずえ ひらさわ    きのすけ

小坂芝田「無題(山水図)」



民俗資料館歴史博物館

高遠町歴史博物館
〒396-0213 伊那市高遠町東高遠457　
TEL.94-4444  FAX.94-4460
e-mail : t-rhk@inacity.jp

両館とも高校生以下および18歳未満の方、障害者手帳等をお持ちの方（付添いの方１人を含む）は無料です。団体その他の減免制度についてはお問
い合わせください。開館時間：【歴史博物館】午前9時～午後5時、【民俗資料館】午前10時～午後4時　入館受付けは各館とも閉館30分前までです。
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伊那市西箕輪3480-1
TEL.0265-76-8760

伊那市高遠町西高遠928-2
TEL.0265-94-3118

みんなで巡ろう
  伊那の温泉！！

入館料／一 般 200円

休館日　毎週火曜日、水曜日、木曜日
※ただし、3日（火・祝）は開館

伊那市民俗資料館11月休館日　4日(水)、9日（月）、16日（月）、17日（火）
18日（水）、24日(火)、30日（月）

高遠町歴史博物館 入館料／一 般 400円11月

高遠町歴史博物館
伊那市民俗資料館

お知らせ

歴博わくわく教室 秋
【日　時】11月21日（土）、22日（日）
　　　　午前9時～午後2時
【会　場】博物館内、およびその周辺
【参加費】無料

 ①高遠・高遠城を知ろう！
　武士探しゲームや射的などの遊びを通して、高遠の歴史に
触れる企画です。

 ②わくわくチャレンジ！  （一部体験は日替わりです。）
　博物館のおしごと（発掘拓本、高遠石工）、昔遊び（コマ、
けん玉など）、マジックから、機織りや高遠焼き絵付けまでさ
まざまな体験ができる企画です。

 ③わくわくステージ！
　地元小学生によるダンス、高遠小学校
による孤軍高遠城の発表のほかに、絵本
の読み聞かせや大型水彩作品作りなど、
当日参加型の企画もあります。

 ④飲食・クラフトブース  （日替わり、午前10時から）
　クレープ、ソーセージ、お好み焼きなどの出店のほか、水引、
木工などのワークショップもあります。

 ⑤その他
　陣羽織着用体験や、イーナちゃんのフォ
トスポットもあります。

※博物館への入館料も無料となります。クラフト、飲食など有料ブースあり。

開催中の企画展・特別展
 いずれも入館料が必要です。詳しくは9月号をご覧ください。

 後期企画展「近世高遠町のくらし」
【会　期】令和9年2月21日（日）まで
○関連企画　ギャラリートーク
【日　時】11月7日(土)、12月12日(土)
　　　　いずれも午前10時～11時

  秋季特別展「伊澤修二と音楽教育」
【会　期】12月13日（日）まで

伊那市民俗資料館
〒396-0213 伊那市高遠町東高遠2074
TEL・FAX.94-4044
e-mail : t-msk@inacity.jp

しめ縄教室
【日　時】12月6日（日）　午前9時～正午
【会　場】高遠なつかし館　
【参加費】600円（材料費、道具代）※別途入館料が必要です。
【定　員】10人 
【予　約】11月13日（金）から電話で受け付けます。

10月号で「布草履教室」の開催日時が11月21日、28日と
記載がありましたが、11月8日(日)、15日(日)の誤りです。

※参加者は午前10時からのギャラリー
　トークに無料で参加できます。

第41回 歴博講座　伊那市誌発刊記念
【日　時】12月12日（土）
　　　　午後1時30分～3時

【会　場】地域間交流施設（博物館隣）
【講　師】伊藤俊規氏 （伊那市誌編さん委員会副委員長）
【演　題】平成の大合併
【内　容】伊那市誌政治・行政編の内容から、伊那市の合併の歴

史にまつわるお話しです。
【定　員】40人　【参加費】100円
【予　約】11月7日（土）から電話またはメールで受け付けます。

※詳細については、博物館
ホームページ、もしくは
インスタグラムでご確認ください。
博物館Instagram

まちなかミュージアム in 伊那図書館
【会　期】12月4日（金）～12月13日（日）
※詳しくは12月号をご覧ください。

訂　正

としのり

過去の様子

12月末
2026年

まで

大人回数券を購入いただいたお客様にみはらしの湯・
さくらの湯・仙流荘で使える無料入浴券を進呈回数券購入特典キャンペーン

小学生以下無料キャンペーン や

っぱ
りイ〜ナ！！
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あなたの「困った」を解決！ハクトートータルサービスです！

容量1㎥あたり
16,500円～ 
容量1㎥あたり
16,500円～ 
容量1㎥あたり
16,500円～ 

フレコン1袋が1㎥です！フレコン1袋が1㎥です！フレコン1袋が1㎥です！

ごみ回収コンテナ・
フレコンバック
貸出サービス

ごみ回収コンテナ・
フレコンバック
貸出サービス

ごみ回収コンテナ・
フレコンバック
貸出サービス

ごみ出張引取
空家・遺品整理
ごみ出張引取
空家・遺品整理
ごみ出張引取
空家・遺品整理

解体・足場工事
アスベスト除去
解体・足場工事
アスベスト除去
解体・足場工事
アスベスト除去

清掃・設備管理・
警備・害虫駆除
清掃・設備管理・
警備・害虫駆除
清掃・設備管理・
警備・害虫駆除

サイズは1.5㎥・3㎥・8㎥と大きさが選べます。サイズは1.5㎥・3㎥・8㎥と大きさが選べます。サイズは1.5㎥・3㎥・8㎥と大きさが選べます。
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公
民
館
講
座「
女
性
教
室
」の
社
会
見
学

は
、目
的
地
の
選
定
が
楽
し
み
で
す
が
、悩
み

の
種
で
も
あ
り
ま
す
。回
数
を
重
ね
案
内
で

き
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
限
ら
れ
て
き
た
か
ら

で
す
。

　

こ
の
秋
は
初
め
て
上
田
方
面
ま
で
足
を
伸

ば
し
塩
田
平
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

信
州
の
鎌
倉
と
呼
ば
れ
る
こ
の
地
に
は
、

国
宝「
安
楽
寺
三
重
塔
」や
重
要
文
化
財「
前

山
寺
三
重
塔
」な
ど
、い
く
つ
も
の
歴
史
的
遺

産
が
集
中
し
て
い
る
の
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト

で
す
。清
少
納
言
の
枕
草
子
に
、「
湯
は
七
久

里
の
湯
、有
馬
の
湯
…
」と
記
さ
れ
た
県
内

最
古
の
温
泉
に
あ
る
北
向
観
音
に
参
拝
す
る

の
も
お
勧
め
で
す
。

　

２
０
２
０
年
に
レ
イ
ラ
イ
ン
が
結
ぶ「
太

陽
と
大
地
の
聖
地
」と
し
て
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
、ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
別
所
線
が
一
帯
を

走
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、年
間
降
水
量
が
極
端

に
少
な
い
塩
田
平
に
は
数
多
く
の「
た
め
池
」

が
点
在
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
大
切
に
守

ら
れ
て
い
る
景
観
を
、車
窓
か
ら
眺
め
ら
れ

る
の
も
魅
力
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
見
所
が
あ
り
焦
点
が
ぼ
や
け

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。思
い
が
け
ず
６
月
の

下
見
の
際
に
は
、安
楽
寺
の
山
林
で
初
め
て

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
の
鳴
き
声
を
耳
に
で
き
ま

し
た
。当
日
も
何
か
一
つ
山
間
の
こ
の
地
で
、

自
分
な
り
の
発
見
や
新
た
な
出
会
い
を
求
め

た
い
で
す
。参
加
者
の
皆
さ
ん
が
ま
た
訪
れ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

美
篶
公
民
館　

宮
下
徳
雄

伊那市公民館の
ホームページはこちらから▶

第578号 ［発行］令和8年11月1日 月2026年11
発行／伊那市公民館運営協議会　編集／公民館報いな編集委員会

［問い合わせ先］　〒396-0015 伊那市中央5052番地
TEL 0265-78-3447　FAX 0265-78-5866

http：//www.inacity.jp/伊那市公式ホームページ kmk@inacity.jpE-mail

8月28日（金）
「光のインテリア」とも呼ばれるサンキャッチャーづくりを行いま
した。一つ一つ吟味した飾りやビーズを繋ぎ合わせていきます。
窓辺に置かれた力作が、きらめく光を届けます。

スポーツを楽しみ健康づくり
P27・28・29

特
集

今月のPhoto 富県公民館

のどか学校・よろず講座のどか学校・よろず講座のどか学校・よろず講座
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み
や
し
た

や
ま
あ
い

な
な
く

り

き
た
む
き
か
ん
の
ん

べ
っ
し
ょ

あ
り
ま

せ
い
し
ょ
う
な
ご
ん
ま
く
ら
の
そ
う
し

あ
ん
ら
く
じ

し
お
だ
だ
い
ら

ぜ
ん

さ
ん
じ

と
く
お
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美
篶
公
民
館
の
「
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
で
は
年
間
10
回
、
屋
外
で
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
屋
内
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
、
モ

ル
ッ
ク
等
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

力
に
合
わ
せ
て
無
理
な
く
楽
し
く
体
を
動
か

せ
る
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ボ
ッ
チ
ャ

は
、
美
篶
お
い
で
塾
の
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
や
、
上
大
島
分
館
活
動
の
「
組
対
抗
交

流
会
」、
美
篶
青
少
年
育
成
会
の
「
地
区
球

技
大
会
」
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
自
身
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

ボ
ッ
チ
ャ
に
取
り
組
み
、昨
年
の
「
パ
ラ
ウ
ェ
ー

ブ
N
A
G
A
N
O
カ
ッ
プ
」
で
は
県
大
会
ベ
ス

ト
16
入
り
も
あ
り
、
こ
の
教
室
で
は
ボ
ッ
チ
ャ

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
卓
球
ク
ラ
ブ
は
、
第
一
、
第
三
金

曜
日
の
午
後
に
伊
那
公
民
館
の
講
堂
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
公
民
館
講
座
「
楽
し
い
た
っ

き
ゅ
う
く
ら
ぶ
」
と
し
て
始
ま
り
、
講
座
修

了
後
に
希
望
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
活
動

を
続
け
て
い
る
新
し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
に
は
初
心
者
も
経
験
者
も
い
ま
す

が
、
点
数
を
競
い
合
い
技
術
を
習
得
す
る
競

技
性
の
高
い
卓
球
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
楽

し
く
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
内
で
定
期
的
に
行
う
試
合
の

た
め
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
作
っ
た
り
、
ク
ラ
ブ
内

の
全
員
が
交
流
で
き
る
よ
う
に
周
り
順
を
決

め
て
練
習
を
し
た
り
、
楽
し
く
活
動
す
る
た

め
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
卓
球
を
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か

し
た
い
方
は
、
ま
ず
は
見
学
、
体
験
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

い
と
う

よ
し
お
み

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
健
康
づ
く
り

歩
く
、体
を
動
か
す
、競
う
な
ど
、気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
は

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
、各
地
区
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
や
講
座
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

老若男女問わず卓球で楽しく交流しています

得点をかけて白熱するコート内の攻防

伊藤さんからボッチャを教わる子ども達

特 集

伊
那
公
民
館

楽
し
い
卓
球
ク
ラ
ブ

　

富
県
公
民
館
で
は
、
毎
年
１
月
に
「
ト
リ
ム

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
第
35
回
を
迎
え
、
今
年
度
も
１
月
に

開
催
予
定
で
す
。

　
４
人
一
組
の
チ
ー
ム
で
行
う
本
大
会
に
は
、

昨
年
度
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
初
級
と
中
級
に

分
か
れ
て
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
会
場
が
歓
声
に
包
ま
れ
、
チ
ー
ム
の

絆
が
深
ま
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
初
級
は
和

や
か
な
笑
顔
と
真
摯
に
ボ
ー
ル
を
追
う
ひ
た
む

き
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
の
中
級
は
迫

力
満
点
で
、
洗
練
さ
れ
た
レ
シ
ー
ブ
か
ら
ト
ス
、

ア
タ
ッ
ク
へ
と
展
開
さ
れ
る
、
本
格
的
で
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
ラ
リ
ー
が
続
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
ま
し
た
」「
来
年
は
優
勝
し
た
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
と
温
か
い
交
流
の
場
を
大
切
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

富
県
公
民
館

　

美
篶
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
伊
藤
佳
臣
さ
ん
。
活
動
15
年

目
を
迎
え
、
現
在
は
伊
那
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
副
委
員
長
と
し
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
幅
広
く
支
え
て
い
ま
す
。 美

篶
公
民
館

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
を

も
っ
と
身
近
に

笑
顔
弾
け
る

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

か
み
お
お
し
ま

り

し
ん
し
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スキットルを目がけ、思いきりモルックを投げます

ナイター照明の下、熱戦を繰り広げています

春のさわやかな風を受けながら駆け抜けました

　
「
モ
ル
ッ
ク
」
と
は
、
棒
（
モ
ル
ッ
ク
）
を

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
順
番
に
投
げ
、
ピ
ン
（
ス
キ
ッ

ト
ル
）
を
倒
し
て
点
数
を
獲
得
し
、
先
に
50

点
に
到
達
し
た
チ
ー
ム
が
勝
利
す
る
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
発
祥
の
競
技
で
す
。
近
年
の
モ
ル
ッ
ク

の
人
気
の
高
ま
り
に
注
目
し
、
昨
年
度
か
ら

手
良
地
区
に
モ
ル
ッ
ク
を
普
及
さ
せ
た
い
と
い

う
館
長
企
画
の
も
と
「
手
良
地
区
モ
ル
ッ
ク

大
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
に
は
第
２
回
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
手
良
地
区
は
も
と
よ
り
地
区
外
の
人

も
含
め
て
、
59
名
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

未
経
験
の
方
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
い
ざ
試

合
を
始
め
て
み
る
と
「
ル
ー
ル
が
分
か
り
や

す
い
」「
奥
が
深
い
」
と
面
白
さ
に
気
づ
き
、

一
投
ご
と
に
「
ナ
イ
ス
ス
ロ
ー
！
」
と
チ
ー
ム

で
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
た

り
と
熱
中
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

性
別
・
年
齢
・
地
域
に
関
係
な
く
、
様
々

な
交
流
の
場
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
の
大
会

を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

手
良
公
民
館

　
　
　
　
　
　

西
箕
輪
公
民
館

手
良
地
区

モ
ル
ッ
ク
大
会

　
「
西
箕
輪
高
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は
、
毎
年

４
月
29
日（
昭
和
の
日
）に
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
地
区
内
外
か
ら
99
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
、
西
箕
輪
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

高
原
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
３
㎞
、
4
・
5
㎞
の
２
つ
で
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
参
加
で
き
る

大
会
で
す
。
ゴ
ー
ル
前
で
の
白
熱
し
た
競
り

合
い
や
、
親
子
で
そ
ろ
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
ほ
ほ

え
ま
し
い
姿
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
声
援
な
ど
、
ど
れ
も
が
印
象
的
な
姿
で
し

た
。

　

大
会
を
支
え
て
い
る
の
は
、
ラ
ン
ナ
ー
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ー
ス
上
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
分
館
役
員
を
は
じ
め
、
地

域
の
安
協
役
員
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一

層
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
大
会

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

西
箕
輪
高
原

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

昭
和
53
年
の
「
や
ま
び
こ
国
体
」
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
が
伊
那
市
で
行
わ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
「
東
春
近
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
」
が
誕
生
し
、
今
年
で
創
設
48
年
を

迎
え
ま
す
。

　

現
在
は
、
5
月
か
ら
11
月
に
か
け
、
男
性

が
参
加
す
る
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
4
チ
ー
ム

が
リ
ー
グ
戦
を
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
2

チ
ー
ム
が
練
習
や
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
勝

敗
を
競
う
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士
が
親
睦

を
深
め
、
交
流
す
る
温
か
な
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

最
盛
期
に
は
、
各
地
区
か
ら
多
く
の
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
少
子

高
齢
化
に
よ
り
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
温
か
な
交
流
の
輪
を
次
の
世
代
へ
つ
な

い
で
い
く
た
め「
新
し
く
チ
ー
ム
を
組
み
た
い
」

「
今
あ
る
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
み
た
い
」
と
い

う
方
は
、
ぜ
ひ
東
春
近
公
民
館
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

東
春
近
公
民
館

東
春
近
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
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長
谷
公
民
館

　

長
谷
公
民
館
で
は
、
身
体
を
動
か
す
機
会

が
少
な
く
な
り
が
ち
な
冬
の
時
期
に
あ
わ
せ

て
、
11
月
か
ら
２
月
に
「
健
康
づ
く
り
教
室
」

の
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
長
谷
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
で
も
あ
り
、
理
学
療
法
士
の
資
格
を
持

つ
小
松
一
輝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
簡
単
に

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や
運
動
、
正
し
い
歩
き
方

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
皆
で
集
ま
り
交
流

し
な
が
ら
、
無
理
な
く
、
楽
し
く
、
冬
を
元

気
に
乗
り
切
る
身
体
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
交
流
し
な
が
ら
、
身
体

も
動
か
す
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
」「
実
際
に

外
を
歩
く
機
会
も
あ
り
、
気
持
ち
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

楽
し
み
な
講
座
の一つ
で
す
。

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

健
康
づ
く
り
教
室

　

高
遠
町
公
民
館
で
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の

体
力
向
上
と
健
康
増
進
を
願
い
、ス
ポ
ー
ツ
の

交
流
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
回
は
そ

の
中
か
ら「
桜
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、冬
季
の
運
動
不
足
解
消
の
た

め
、屋
内
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。10
月
か

ら
３
月
に
か
け
、毎
月
第一
土
曜
日
の
夜
、リ
ー

グ
戦
方
式
で
開
催
し
て
い
ま
す
。仕
事
を
終

え
た
後
や
学
校
が
終
わ
っ
た
後
に
、中
学
生
か

ら
成
人
ま
で
、一つ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る

姿
は
見
て
い
て
と
て
も
す
が
す
が
し
く
感
じ

ま
す
。高
遠
町
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
と
て
も
盛

ん
で
、試
合
も
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
。ジ
ャ
ン
プ

サ
ー
ブ
に
ア
タ
ッ
ク
と
、冬
で
も
体
育
館
は
熱

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
大
き
な
特
徴
は
、運
営
を
自
分
た

ち
で
行
う
こ
と
で
す
。試
合
前
の
コ
ー
ト
作
り

は
も
ち
ろ
ん
、審
判・得
点
集
計
等
、ま
さ
に
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
見
本
の
よ
う
な
大
会
で
す
。こ

れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
に
、皆

さ
ん
と一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

実際に外に出て、みんなで歩き方を学びました

高
遠
町
公
民
館

健
康
第
一

交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

桜
カ
ッ
プ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

健康リンパ体操で心も体もリフレッシュ

令和7年度は13チームが参加し、交流を深めました

こ
ま
つ

か
ず
き

10
月
よ
り

伊
那
公
民
館
主
事
が

代
わ
り
ま
し
た

退
任

下　

島　

主
事

し
も
じ
ま

就
任

大
久
保　

主
事

お
お
く
ぼ

　

西
春
近
公
民
館
で
は
、毎
月
１
回
、金
曜
日
に

伊
那
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
講

師
を
お
迎
え
し「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
は
、ヨ
ガ
や
筋
ト
レ
な
ど
の
マ
ッ
ト
運

動
を
は
じ
め
、昔
懐
か
し
い
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
、キ

ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、ノ
ル
デ
ィッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
全
身
運
動
な
ど
、毎
月

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

体
力
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、参
加
者
同
士
で

声
を
掛
け
合
っ
た
り
、休
憩
時
間
に
談
笑
し
た
り

す
る
中
で
自
然
と
親
睦
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は「
初
め
て
体
験
す
る
ス
ポ
ー

ツ
だ
っ
た
の
で
、新
鮮
で
い
い
刺
激
に
な
っ
た
」

「
普
段
話
す
機
会
の
な
い
人
と
交
流
す
る
こ
と

西
春
近
公
民
館

色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
！

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

が
で
き
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い

人
は
、ぜ
ひ
西
春
近
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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全会一致で可決した議案など

伊那市議会９月定例会では２４議案と請願・陳情４件、議員提出議案２件、委員会提出議案1件が提案され審議を行
いました。 今定例会に上程された議案と請願・陳情を紹介します。

（人事案件）
◆農業委員会委員の任命について（農業委員会委員１名の任命）
（条例案件）
◆伊那市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正する条例（行政手続のオンラ
イン化を促進するための改定等）

◆伊那市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例（情報連携システムによる医療費助成を実施すること等に伴う改正）
◆伊那市体育施設条例の一部を改正する条例（新規体育施設(美原スポーツセンター)の設置に伴う改正）
（一般案件）
◆公の施設の指定管理者の指定について（美原スポーツセンターの指定管理者の指定）
（その他案件）
◆人権擁護委員候補者の推薦について（人権擁護委員候補者２名の推薦）
（令和７年度決算認定案件）
◆一般会計、特別会計９会計、企業会計３会計（令和７年度の各会計決算について、決算特別委員会にて審査を
行い、認定・可決）

（令和８年度補正予算案件）
◆一般会計、特別会計３会計（物価高騰対策・生活および事業者への支援、公共施設・インフラの安全対策と維持
改修、災害の復旧・未然防止等、実績や見直しなどに伴う補正予算計４件）

（議員提出議案）
◆世界の恒久平和と核兵器廃絶を求める意見書の提出
◆地方財政の充実・強化を求める意見書の提出
（委員会提出議案）
◆米の需給及び価格の安定と稲作農家の経営安定を求める意見書の提出
（請願・陳情）
◆地方財政の充実・強化を求める国あて意見書の提出を求める請願（請願者：伊那市職員労働組合執行委員長 
村田 由紀子 氏、紹介議員：小池 隆 議員）

件　　名
区　

分

陳
情

本
会
議
結
果

賛否の分かれた審議結果など 【議案】賛成○、反対×（原則として議長は採決に加わりません。） 
【請願・陳情】　陳情に賛成〇、反対×、趣旨採択☆、一部採択□ 

有
賀

賢
治

網
野

俊
輔

北
原

涼
平

河
野

直
樹

小
牧

学

酒
井

千
香

城
村

義
人

中
山

勝
司

伊
藤
の
り
子

小
池
　

隆

篠
塚
み
ど
り

髙
橋
　

姿

髙
橋

明
星

三
石

佳
代

湯
澤
　

武

田
畑

正
敏

宮
原

英
幸

飯
島　

光
豊

柳
川　

広
美

三
澤
俊
明（
議
長
）

原

一
馬

委
員
会
結
果

採
択

議
長

議
長〇 〇 × 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

採
択

国会に「非核三原則の堅持を
求める意見書」の提出を求める
陳情（陳情者：原水爆禁止上伊
那地区協議会 会長 野口俊邦 
氏 ほか１団体)

国が主食の価格と需要に責任をもち、国民
への安定供給を支えるに十分な備蓄水準へ
の早期回復と米価下落防止を求める意見書
（陳情者：上伊那農民組合 代表 竹上 一彦）

趣
旨
採
択

☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ □ □ 議
長☆

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

議
長☆ ☆ ☆ ☆〇 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 〇 〇☆

☆ ☆ ☆ 〇〇 〇 ☆ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

趣
旨
採
択

藤沢川取水口（的場ダム）下流
域に係る要望について陳情（陳
情者：的場総代 池上 秀夫 氏）

趣旨採択を求める意見が出たため「趣旨採択」を採決

「趣旨採択」が否決されたため改めて採決
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柳
川
広
美

や
な
が
わ

ひ
ろ
み

城
村
義
人

し
ろ
む
ら

よ
し
と

一般
質問

９月伊那市議会定例会
令和８年９月伊那市議会定例会の一般質問は、９月8日、9日、10日

の３日間にわたって行われ、20人の議員が質問に立ちました。質問と

答弁の主な内容をお知らせします。

伊
那
市
の
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
体
育
館

な
ど
の
暑
さ
対
策
は
。冷
房

設
備
の
設
置
率
は
。

市
長　

ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
指
定
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
学
校
体

育
館
に
今
年
度
中
に
各
２
台

配
備
予
定
で
設
置
率
は

1
0
0
％
。エ
ア
コ
ン
設
置

に
は
多
額
の
費
用
に
な
る
の

で
教
育
委
員
会
と
共
に
研
究

し
、議
論
し
て
い
き
た
い
。エ

ア
コ
ン
の
あ
る
特
別
教
室
の

活
用
も
一
つ
の
方
法
。室
内
テ

ン
ト
の
中
を
冷
や
す
と
い
う

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
も
あ
る
。

問答
市
内
の
学
校
・
保
育
園

に
つ
い
て
、建
物
に
階

段
が
１
カ
所
し
か
な
く
、ベ
ラ

ン
ダ
や
外
階
段
や
外
ス
ロ
ー

問

プ
が
無
い
な
ど
、火
災
の
時

に
避
難
器
具
を
設
置
し
て
い

る
教
室
や
保
育
室
は
。避
難

訓
練
は
実
施
し
て
い
る
か
。

こ
ど
も
部
長　

竜
東

保
育
園
に
は
３
カ
所

の
階
段
の
他
に
避
難
用
滑
り

台
が
あ
り
、年
２
回
訓
練
し

て
い
る
。

教
育
次
長　

避
難
器
具
を
設

置
し
て
い
る
学
校
は
西
箕
輪

小
と
東
部
中
。

教
育
長　

避
難
器
具
を
使
用

し
て
の
訓
練
は
西
箕
輪
小
で

実
施
。東
部
中
で
は
実
施
し

て
い
な
い
。消
防
署
の
助
言

を
頂
き
な
が
ら
ど
の
よ
う
な

訓
練
が
有
効
か
検
討
す
る
。

避
難
器
具
を
使
わ
な

い
避
難
方
法
を
検
討

す
る
べ
き
で
は
。

市
長　

階
段
が
使
え

な
い
こ
と
も
あ
り
得

る
た
め
、有
事
の
際
、落
ち
着

い
て
対
応
で
き
る
よ
う
訓
練

し
て
い
く
。

教
育
長　

避
難
器
具
を
使
用

す
る
の
は
最
終
手
段
。状
況

に
応
じ
た
避
難
方
法
を
整
理

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

旧
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の

成
果
評
価
と
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
事
業
へ
の
引
き
継
ぎ

は
ど
う
か
。

市
長　

保
護
者
の
負

担
軽
減
や
虐
待
予

防
、地
域
人
材
拡
大
に
成
果

が
あ
っ
た
。現
行
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
事
業
で
同
様
の
支
援

を
引
き
継
ぎ
、対
象
範
囲
を

広
げ
た
。預

か
り
手
と
な
る「
す

く
す
く
パ
ー
ト
ナ
ー
」

の
増
員
や
育
成
・
調
整
体
制

の
整
備
は
ど
う
か
。全
て
を

行
政
で
担
う
の
で
は
な
く
、

地
域
人
材
や
組
織
が
よ
り
参

画
で
き
る
環
境
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

保
育
士
等
の

有
資
格
者
や
フ
ァ
ミ

問問 答答

サ
ポ
会
員
へ
個
別
参
加
を
働

き
か
け
る
。事
業
者
と
連
携

し
支
援
者
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
構
築
を
検
討
す
る
。

答問答

フ
ァ
ミ
サ
ポ
利
用
料

に
つ
い
て
、近
隣
市
町

村
並
み
に
利
用
者
負
担
を
軽

減
す
る
助
成
拡
充
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

市
の
補
助
額

は
近
隣
と
比
べ
遜
色

な
い
認
識
だ
が
、対
象
年
齢

や
時
期
な
ど
子
育
て
世
帯
に

寄
り
添
っ
た
制
度
と
な
る
よ

う
見
直
し
を
検
討
す
る
。

問答
平
日
に
保
護
者
と
体

験
学
習
を
行
う「
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
試
行
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

学
習
保
障

等
の
課
題
整
理
が
必

要
で
直
ち
に
は
難
し
い
が
、他

市
町
村
の
成
果
や
学
校
現
場

の
意
見
を
見
極
め
、試
行
を

含
め
て
研
究
検
討
を
進
め
る
。

問答

避
難
所
の
暑
さ
対
策

学
校
の
火
災
対
応

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

助
成
金
拡
充
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に
つ
い
て

家
庭
養
育
を
支
え
る
レ
ス

パ
イ
ト
支
援
と
地
域
の
支

援
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
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髙
橋　

姿

た
か
は
し

す
が
た

髙
橋
明
星

た
か
は
し

め
い
せ
い

有
賀
賢
治

あ
る
が

け
ん
じ

農
業
経
営
の
安
定
や

新
規
就
農
へ
の
支
援
、

所
得
向
上
や
経
営
確
立
、高

付
加
価
値
化
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長

独
自
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
、技

術
・
経
営
面
を
き
め
細
か
く
支

援
す
る
。新
規
就
農
に
対
し
て

は
相
談
か
ら
住
ま
い
ま
で
伴

走
支
援
し
定
着
を
促
す
。

地
域
計
画
の
見
直
し

に
よ
る
農
地
集
積
、園

芸
作
物
の
維
持
、畜
産
連
携
、

畑
か
ん
活
用
、獣
害
対
策
に

つ
い
て
、今
後
の
推
進
策
や

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
長

各
地
区
農
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
の

農
地
集
積
の
推
進
に
向
け
た

議
論
、ま
た
、畑
か
ん
や
鳥
獣

問問 答答

防
護
柵
整
備
等
を
支
援
。西

箕
輪
で
協
議
が
進
ん
で
い
る

園
芸
作
物
の
団
地
化
を
市
内

に
横
展
開
す
る
こ
と
や
、畜

産
農
家
と
の
連
携
を
視
野
に

検
討
し
、若
手
農
家
の
支
援

等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

伊
那
市
農
業
の
将
来
像

や
重
点
施
策
に
つ
い

て
、今
後
の
目
指
す
べ
き
姿
は
。

市
長

農
業
者
・
担
い

手
を
確
保
し
、効
率
化

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
両
輪
に「
稼

げ
る
農
業
」を
次
世
代
へ
繋
ぐ
。

答 問

友
人
関
係
や
学
習
環

境
だ
け
で
な
く
、姿
勢

保
持
の
困
難
さ
、感
覚
過
敏

な
ど
身
体
感
覚
の
困
り
感
か

ら「
学
校
で
の
生
き
づ
ら
さ
」

を
抱
え
、不
登
校
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え

る
。保
護
者
か
ら
は「
福
祉
手

続
き
に
数
ヶ
月
要
し
緊
急
対

応
が
で
き
な
い
」と
の
声
も

あ
り
、受
給
者
証
を
持
た
な

い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
児
童
生

徒
を
含
め
た
早
期
支
援
が
急

務
だ
。受
給
者
証
の
有
無
を

問
わ
ず
作
業
療
法
士（
Ｏ
Ｔ
）

が
学
校
に
入
り
、学
級
全
体

の
環
境
調
整
や
教
員
へ
助
言

を
行
う「
学
校
作
業
療
法
」の

モ
デ
ル
導
入
と
、既
存
の
人

材
を
活
か
し
て
教
育
と
福
祉

が
早
期
に
連
携
す
る
仕
組
み

問

づ
く
り
を
提
案
す
る
が
、市

と
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

教
育
長　

児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー「
小

鳩
園
」の
作
業
療
法
士
等
に

よ
る
訪
問
支
援
体
制
は
整
っ

て
お
り
、低
学
年
の
身
体
感

覚
支
援
を
行
う
加
配
職
員

と
の
連
携
も
考
え
ら
れ
る
。

学
校
現
場
に
お
け
る
作
業
療

法
士
の
具
体
的
役
割
や
活
用

法
の
周
知
・
理
解
促
進
を
図

り
つ
つ
、多
様
な
困
り
事
へ

の
更
な
る
支
援
方
法
を
研
究

し
た
い
。

市
長

保
護
者
へ
の
相
談
窓

口
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、学
校
か
ら
の
相
談
を
待

つ
だ
け
で
な
く
専
門
職
の
側

か
ら
学
校
現
場
に
出
向
い
て

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
な

ど
、気
軽
に
相
談
で
き
る
関

係
づ
く
り
を
進
め
る
。定
期

的
な
巡
回
相
談
等
に
も
し
っ

か
り
取
り
組
み
、こ
ど
も
た

ち
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
整

備
を
図
り
た
い
。

答

採
用
、育
成
、配
置
、

定
着
、専
門
職
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、大
学
・
民

間
と
の
連
携
を
一
体
化
し
た

伊
那
市
版
人
材
戦
略
を
策
定

し
て
は
ど
う
か
。

市
長

十
分
な
議
論

を
行
い
、先
進
自
治
体

も
参
考
に
、形
骸
化
し
な
い

実
効
性
あ
る
人
材
戦
略
の
仕

組
み
を
検
討
す
る
。

弁
護
士
、林
業
、Ｄ
Ｘ

等
の
専
門
人
材
を
上

伊
那
の
市
町
村
が
共
同
で
雇

用
・
配
置
す
る
仕
組
み
を
研

究
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

技
術
職
員
不

足
は
深
刻
。広
域
連

合
等
で
一
括
採
用
し
、必
要

な
自
治
体
へ
派
遣
・
配
置
す

る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。市

町
村
の
実
情
を
聞
き
検
討

す
る
。

問問 答答

市
の
要
請
で
捜
索
す

る
自
主
防
災
組
織
等

の
保
障
と
、捜
索
や
大
規
模

災
害
に
限
り
活
動
す
る
機
能

別
消
防
団
員
制
度
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

市
長

公
務
災
害
に

準
じ
る
独
自
制
度
は

難
し
い
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
へ
の
一
部
補
助
は
考
え
ら

れ
る
。機
能
別
消
防
団
員
も

地
域
ニ
ー
ズ
等
を
見
な
が
ら

視
野
に
入
れ
る
。

林
道
入
り
口
に
通
信

機
能
付
き
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
地
区
等
へ
の
補

助
制
度
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。市

長

市
が
全
域
に

設
置
・
管
理
す
る
の
は

難
し
い
が
、地
区
か
ら
設
置

希
望
が
あ
れ
ば
補
助
制
度
の

検
討
も
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

問問 答答

設
置
の
必
要
性
と
課

題
、避
難
所
と
し
て
の

環
境
整
備
の
認
識
と
対
応
は
。

教
育
長　

国
か
ら
の

整
備
方
針
も
あ
り
有

効
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、

財
政
面
で
非
常
に
大
き
な
課

題
が
あ
る
。

市
長

伊
那
市
内
の
全
小
中

学
校
へ
の
即
時
対
応
は
困
難

で
あ
る
た
め
、当
面
は
空
調

設
備
が
設
置
済
み
の
普
通
教

室
や
特
別
教
室
等
を
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
考

え
て
お
り
、引
き
続
き
教
育

委
員
会
と
検
討
を
進
め
る
。

問答

伊
那
市
版
人
材
戦
略

行
方
不
明
者
の
捜
索

小
中
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

学
校
作
業
療
法
を
活
用
し

た『
学
校
で
の
生
き
づ
ら
さ
』

へ
の
早
期
支
援
に
つ
い
て

農
業
の
担
い
手
不
足
対
策

と
、将
来
に
わ
た
り
農
地
を

守
り
活
か
す
施
策
に
つ
い
て
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小
牧　

学

こ
ま
き

ま
な
ぶ

酒
井
千
香

さ
か
い

ち
か

湯
澤　

武

ゆ
ざ
わ

た
け
し

不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
居
場
所
提
供
の
現

状
と
整
備
計
画
は
。

市
長

本
年
度
７
月

末
、小
学
生
86
人
、中

学
生
1
2
3
人
が
不
登
校
。

中
間
教
室
利
用
は
小
学
生
14

人
、中
学
生
23
人
、フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
は
計
49
人
。関
係
機
関

と
連
携
し
多
様
な
居
場
所
の

充
実
、確
保
に
努
め
て
い
く
。

相
談
窓
口
の
周
知
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配

置
、家
庭
支
援
強
化
の
考
え
は
。

市
長
・
教
育
長　

協
議

会
を
立
ち
上
げ
情
報

共
有
を
強
化
し
て
い
る
。コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
新
設
は
な

い
が
窓
口
周
知
に
努
め
て
い

く
。「
学
校
生
活
に
対
し
て
や

る
気
が
出
な
い
」が
最
多
の
原

因
で
あ
り
、休
み
始
め
の
早
期

問問 答答

対
応
と
家
庭
で
の
関
わ
り
方

の
相
談
支
援
を
充
実
す
る
。

国
道
1
5
3
号
犬
田
切

橋
の
歩
道
設
置
に
向
け

県
を
主
導
し
て
い
く
考
え
は
。

市
長

唐
木
地
区
の

通
学
路
は
特
に
危
険

な
箇
所
と
認
識
し
て
お
り
、県

に
よ
る
用
地
取
得
に
も
協
力

す
る
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る
。

相
続
関
係
が
複
雑
な
土
地
も

あ
っ
た
が
一
定
の
目
処
が
立
っ

た
。引
き
続
き
推
進
会
議
等

で
県
、市
、地
元
が
連
携
で
き

る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

問答

令
和
８
年
熊
本
地
震

へ
の
支
援
内
容
は
。

市
長

チ
ー
ム
な
が

の
一
員
と
し
職
員
２
名

を
６
日
間
熊
本
県
宇
城
市
に

派
遣
。罹
災
証
明
受
付
業
務

や
避
難
所
運
営
支
援
を
実
施
。

避
難
所
の
景
色
を
変

え
る
た
め
、避
難
所
で

の
避
難
生
活
の
質
の
改
善
は
。

市
長

炊
き
出
し
機

器
、簡
易
ベ
ッ
ド
や
仕

切
り
等
の
導
入
を
進
め
、避
難

者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
図
る
。

警
戒
し
て
い
る
道
路

冠
水
注
意
箇
所
は
。

市
長

ア
ン
ダ
ー
パ

ス
に
類
似
し
て
い
る

2
箇
所
は
、集
中
豪
雨
時
等

に
警
戒
巡
視
箇
所
と
し
た
い
。

地
下
横
断
歩
道
の
把

握
と
冠
水
対
策
は
。

問問問問 答答答

市
長

当
該
箇
所
は

10
箇
所
あ
り
、冠
水

確
認
時
は
速
や
か
に
通
行
禁

止
の
対
応
を
講
じ
る
。

公
助
と
し
て
改
善
、強

化
し
て
い
く
点
は
。

市
長

情
報
発
信
体

制
の
強
化
。ス
フ
ィ
ア

基
準
を
意
識
し
避
難
所
環
境

の
向
上
。逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を

実
現
す
る
た
め
要
配
慮
者
支

援
の
３
点
を
推
進
す
る
。

自
助
・
共
助
の
観
点
で

の
市
の
考
え
方
は
。

市
長

自
助
は
備
蓄

の
徹
底
と
早
期
避
難
の

判
断
、共
助
は
個
別
避
難
計
画

等
の
作
成
や
見
直
し
を
促
す
。

10
年
間
で
約
8
0
0

人
減
少
し
た
20
代
前

半
の
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
施

策
は
。市

長　

①
伊
那
市
・

上
伊
那
の
魅
力
あ
る

企
業
の
情
報
発
信
を
継
続
②

高
校
生
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
広

域
で
検
討
③
住
宅
・
奨
学
金

返
還
支
援
等
の
継
続
④
Ｕ

タ
ー
ン
支
援
へ
、休
日
・
夜
間

の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
充
実

⑤
本
人
と
共
に
保
護
者
・
家

族
へ
の
情
報
提
供
の
推
進

問答
10
年
と
な
る
制
度
を

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
へ
、若
者
・
子
育
て
世
代
・

移
住
者
な
ど
も
使
い
や
す
い

制
度
に
す
る
に
は
。

市
長　

9
つ
の
地
域

協
議
会
が
、住
民
と
自

主
的
に
地
域
の
課
題
へ
挑
戦

で
き
る
よ
う
、よ
り
効
果
的

な
使
い
や
す
い
制
度
に
な
る

よ
う
各
地
域
で
検
討
し
活
用

し
て
ほ
し
い
。

答

問問 答答答
永
年
保
存
文
書
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
捗
は
。

市
長

予
定
は
な
い

が
、費
用
対
効
果
等

を
考
慮
し
判
断
す
る
。

行
政
運
営
に
お
け
る

A
I
活
用
は
。

市
長

A
I
の
活
用

は
非
常
に
有
効
。リ

ス
ク
に
配
慮
し
業
務
効
率
化

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
る
。

問問 答答

負
担
軽
減
策
の
状
況

や
様
式
統
一
、集
落
支

援
員
の
考
え
は
。

市
長

自
治
会
加
入

率
は
69
・
55
％
で
低
下
。

対
策
チ
ー
ム
で
集
金
方
法
や

役・会
議
削
減
、様
式
見
直
し
等

を
検
討
し
10
月
末
を
目
途
に
取

り
ま
と
め
、整
っ
た
も
の
か
ら

順
次
取
り
組
む
。９
地
域
の
集

落
支
援
員
は
来
年
度
を
目
指

し
他
地
域
へ
展
開
す
る
方
針
。

問答

問

来
年
度
の
小
中
学
校
給

食
費
支
援
と
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
・
疾
病
・
不
登
校
な
ど
、

喫
食
出
来
な
い
児
童
・
生
徒
へ

の
支
援
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

来
年
度
も
今

年
同
等
の
給
食
支
援

を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。給

食
を
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
は

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。国
の

責
任
で
制
度
化
す
べ
き
で
あ

る
と
要
望
し
、支
援
に
つ
い
て

は
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問答
非
核
平
和
の
理
念
を

伊
那
市
の
教
育
に
ど

う
活
か
す
の
か
。

市
長

市
民
や
平
和

団
体
と
連
携
し
、平
和

教
育
を
推
進
す
る
。

問答

Ｕ
タ
ー
ン
人
口
増
加

へ
の
取
組
を

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
制
度
」の
見
直
し
を

非
核
平
和
都
市
宣
言

の
理
念
を
教
育
に

学
校
給
食
を
利
用
で
き
な

い
児
童
生
徒
へ
の
支
援
を

不
登
校
支
援
の
現
状
と
切

れ
目
な
い
居
場
所
づ
く
り

通
学
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

お
け
る
市
の
主
体
的
関
与

自
治
会
負
担
軽
減
に

向
け
た
即
時
実
践

伊
那
市
の
防
災
・
減
災

対
策
に
つ
い
て

伊
那
市
の
行
政
運
営
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
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河
野
直
樹

こ
う
の

な
お
き

原　
一
馬

は
ら

か
ず
ま

飯
島
光
豊

い
い
じ
ま

み
つ
と
よ

６
月
議
会
で
市
長
に
求

め
て
い
た
、下
水
道
使

用
料
値
上
げ
の
１
年
延
期
が
実

現
し
た
。答
申
の
附
帯
意
見
に

「
物
価
等
の
動
向
、市
民
生
活
の

実
態
等
、今
後
の
社
会
経
済
情

勢
を
注
視
し
た
適
切
な
下
水
道

使
用
料
等
の
改
定
に
関
す
る
継

続
的
な
検
討
」と
あ
る
が
、今
後

の
物
価
動
向
に
よ
っ
て
は
再
検

討
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。

市
長　

社
会
情
勢
を

注
視
し
な
が
ら
判
断

し
、適
切
な
時
期
に
適
切
な

使
用
料
の
改
定
を
行
う
た
め

に
継
続
的
な
検
討
を
す
べ
き

と
と
ら
え
て
い
る
。

問答
市
道
に
ハ
ン
プ
や
シ

ケ
イ
ン
等
を
導
入
す

る
こ
と
の
有
効
性
、設
置
の

条
件
、財
源
は
。

市
長

市
道
へ
の
ハ
ン

プ
等
は
車
の
速
度
抑

制
に
非
常
に
有
効
性
が
高
い

と
考
え
て
い
る
。住
民
等
の
合

意
が
で
き
た
場
合
に
設
置
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

建
設
部
長　

財
源
は
交
通
安

全
対
策
補
助
等
有
利
な
財
源

を
考
え
て
い
る
。

問

答
備
蓄
米
を
国
産
米
で

買
い
入
れ
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、生
産
者
に
個
別

所
得
補
償
と
消
費
者
に
価
格

保
証
の
政
策
を
と
る
よ
う
国

に
要
請
し
て
ほ
し
い
。ま
た

有
機
米
給
食
は
米
価
下
落
対

策
で
も
あ
り
、国
の
補
助
金

が
な
く
な
っ
て
も
有
機
米
の

買
い
入
れ
予
算
等
は
市
の
単

独
事
業
で
も
お
こ
な
う
か
。

市
長

し
っ
か
り
と
国

の
動
向
を
注
視
し
て
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り
、多
く

の
機
会
を
も
っ
て
国
の
方
へ
要

望
を
伝
え
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。有
機
米
給
食
は
令

和
9
年
度
以
降
、市
の
単
独
財

源
の
活
用
も
含
め
、他
の
交
付

金
等
の
財
源
を
研
究
し
て
い
く
。

問答

新
産
業
技
術
を
活
用
し

て
市
民
生
活
を
良
く
し

う
と
す
る
伊
那
市
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、市
民
に
期
待
感
や
高
揚

感
を
生
み
出
し
て
い
る
。フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
実
証
実
験
は
ま
さ
に

現
場
主
義
で
あ
り
、地
域
に

合
っ
た
課
題
解
決
が
出
来
る
。

や
め
て
い
く
弊
害
は
な
い
か
。

市
長

実
証
実
験
を

行
わ
な
け
れ
ば
地
域

課
題
が
解
決
出
来
な
い
わ
け

で
は
無
い
。行
わ
な
く
て
も
、市

民
の
課
題
解
決
に
向
け
た
対

策
は
十
分
対
応
し
て
い
け
る
。

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘

致
に
よ
る
税
収
や
雇

用
の
具
体
的
な
成
果
は
。

市
長

22
年
間
で
累

計
約
66
億
円
の
税
収

効
果
、1
9
6
6
人
の
雇
用

創
出
・
維
持
と
、年
間
約
73
億

円
の
給
与
所
得
に
よ
る
経
済

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
に
よ
る
税

収
・
地
域
の
経
済
循
環

が
あ
る
。上
伊
那
郡
外
か
ら

の
企
業
誘
致
は
全
体
の
四
分

の
一
。企
業
誘
致
を
見
直
す
市

長
の
方
針
に
よ
り
、そ
の
税

収
減
な
ど
、将
来
へ
の
影
響

を
ど
う
見
込
む
か
。

市
長　

企
業
誘
致
を

全
く
否
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。地
元
企
業

の
経
営
者
は「
人
手
不
足
」の

点
で
不
安
に
な
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
や
ま
ち
づ
く

り
の
担
当
者
が
減
員

と
な
っ
た
。人
事
に
よ
っ
て
市

が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
政
策
を
遂
行
し
て
い
く
能

力
が
損
な
わ
れ
て
い
な
い
か
。

市
長

し
っ
か
り
対

応
で
き
る
職
員
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。全
市
的
に
見

る
と
、人
員
を
必
要
と
す
る
部

署
が
多
く
あ
る
。市
民
生
活
に

直
結
す
る
部
署
に
で
き
る
だ

け
人
員
配
置
を
厚
く
し
て
い

き
た
い
。ま
た
、市
長
交
代
後

の
人
事
は
、異
動
を
極
め
て
小

さ
く
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問問 答答

問問 答答

春
日
公
園
周
辺
に
お

け
る
サ
ギ
類
の
繁
殖

被
害
に
つ
い
て
、少
な
く
と

も
二
十
八
年
以
上
前
か
ら
続

く
地
域
の
生
活
被
害
で
あ

り
、市
と
し
て
も
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長　

三
十
年
近
く

前
か
ら
サ
ギ
の
コ
ロ

ニ
ー
が
あ
り
、ふ
ん
の
落
下

や
臭
気
な
ど
で
通
学
や
地
域

の
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
状
況
は
承
知
し
て
お
り
、

改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
域
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。専

門
家
の
調
査
や
助

言
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

繁
殖
期
以
外
に
お
け
る
巣
の

撤
去
や
枝
払
い
、再
び
集
ま
り

に
く
く
す
る
対
策
を
含
め
、今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

市
長

巣
の
撤
去
や

営
巣
前
の
追
い
払
い

は
有
効
な
方
法
の
一
つ
と
考

え
る
。対
策
に
は
土
地
所
有

者
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。追

い
払
っ
た
場
合
の
影
響
や
法

令
上
の
制
約
も
あ
り
、専
門

家
に
サ
ギ
類
の
生
態
や
有
効

な
対
策
方
法
を
相
談
し
、適

切
な
対
策
を
検
討
し
た
い
。  

問問 答

答
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
お
け
る
熱
中
症
予

防
に
つ
い
て
、W
B
G
T
な
ど

の
客
観
的
基
準
に
基
づ
く
利

用
判
断
や
、体
調
不
良
者
の

待
機
場
所
の
環
境
改
善
に
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

市
長　

各
施
設
に
は

W
B
G
T
の
計
測
器

を
設
置
し
て
お
り
、判
断
基

準
表
や
熱
中
症
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
整
え
て
い
く
。待
機

場
所
へ
の
冷
房
設
備
の
設
置

や
、緊
急
時
に
冷
房
設
備
の

あ
る
近
隣
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問答

新
産
業
技
術
の
推
進

ビ
ジ
ョ
ン
、企
業
誘
致

の
見
直
し
、人
事
に
よ

る
政
策
方
針
に
つ
い
て

春
日
公
園
周
辺
に
お
け

る
サ
ギ
類
の
繁
殖
被
害
と

生
活
環
境
対
策
に
つ
い
て

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お

け
る
熱
中
症
予
防
と
利
用

基
準
の
明
確
化
に
つ
い
て

市
道
へ
の
ハ
ン
プ
や
シ
ケ

イ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
等
の
値

上
げ
の
延
期
に
つ
い
て

米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て
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中
山
勝
司

な
か
や
ま

か
つ
し

田
畑
正
敏

た
ば
た

ま
さ
と
し

篠
塚
み
ど
り

し
の
づ
か文

部
科
学
省
か
ら
の

通
知
を
受
け
て
、小
中

学
校
補
助
教
材
費
無
償
へ
、学

校
の
備
品
と
し
て
の
整
備
は
。

教
育
長　

各
学
校
の

補
助
教
材
購
入
先
は

異
な
る
。事
例
を
参
考
に
保
護

者
負
担
軽
減
に
繋
が
る
取
り

組
み
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答
長
野
県
内
、半
数
以

上
の
自
治
体
が
子
供

へ
の
助
成
制
度
を
実
施
。経

済
的
負
担
軽
減
、感
染
予
防
、

市
民
の
健
康
を
守
る
事
は
最

優
先
で
あ
る
。子
ど
も
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
料
金
補
助
は
。

市
長

上
伊
那
市
町
村

の
接
種
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

道
の
駅
構
想
の
現
在

の
進
捗
状
況
は
。

市
長

庁
内
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、先
進
地
視
察
を
行

い
、整
備
手
法
や
施
設
機
能
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

防
災
拠
点
を
備
え
た

道
の
駅
の
具
体
的
な

考
え
は
。市

長　

有
事
の
際
に

は
地
域
住
民
の
指
定

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
ス

ペ
ー
ス
確
保
や
、非
常
電
源
、

防
災
コ
ン
テ
ナ
型
ト
イ
レ
の

設
置
な
ど
、防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
持
つ
道
の
駅
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

地
域
振
興
の
拠
点
と

し
て
の
考
え
は
。

市
長

地
域
振
興
の

た
め
の
大
事
な
施
設

問問 答答

と
位
置
付
け
て
い
る
。地
域
の

魅
力
を
高
め
、特
に
食
の
魅

力
あ
る
も
の
を
そ
ろ
え
、伊

那
市
の
農
畜
産
物
等
を
生
か

せ
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と

が
大
切
。市
民
に
夢
の
あ
る

施
設
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

将
来
の
捕
獲
の
担
い

手
不
足
へ
の
対
応
は
。

市
長　

十
年
後
に
は

担
い
手
の
7
割
が
60

歳
以
上
と
な
る
見
込
み
で
あ

り
、若
手
を
中
心
と
し
た
新

た
な
人
材
確
保
が
必
要
で
あ

る
。地
域
の
担
い
手
の
定
着

に
向
け
、地
元
猟
友
会
へ
の

補
助
や
支
援
を
継
続
的
に

図
っ
て
い
く
。

担
い
手
育
成
か
ら
捕

獲
、ジ
ビ
エ
活
用
ま
で

を
一
体
的
に
進
め
る「
持
続
可

能
な
鳥
獣
対
策
」を
市
の
政

策
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

既
存
の
協
議

会
を
中
心
に
関
係
団

体
や
地
域
の
声
を
聞
き
、社

会
情
勢
や
自
然
環
境
の
変
化

に
配
慮
し
な
が
ら
、持
続
可

能
な
鳥
獣
対
策
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。

問問

移
動
販
売
事
業
補
助

金
交
付
制
度
は
買
物

難
民
施
策
と
し
て
重
要
と
考

え
る
が
、令
和
十
年
度
で
終

了
し
影
響
が
大
き
い
。終
了

経
緯
・
理
由
と
、今
後
の
買
い

物
難
民
対
策
は
ど
う
か
。

市
長　

初
期
費
用
軽

減
の
目
的
達
成
や
さ

ま
ざ
ま
な
民
間
宅
配
等
の
普

及
、補
助
金
活
用
の
減
少
か

ら
制
度
を
終
了
す
る
こ
と
と

し
た
。利
用
者
の
困
り
ご
と

の
声
を
丁
寧
に
把
握
し
支
援

策
を
検
討
す
る
。

問答
長
谷
仙
流
荘
前
の
黒

川
渓
流
保
全
工
工
事

の
進
捗
・
完
成
時
期
・
負
担
金

及
び
中
尾
橋
付
近
の
砂
礫
堆

答

答答

問

答
休
日
子
供
と
一
緒
に

過
ご
す
事
が
難
し
い

家
庭
に
、平
日
親
子
で
学
び

合
う「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制

度
」の
導
入
と
活
用
は
。

教
育
長　

県
、市
町

村
の
学
校
現
場
の
成

果
や
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら

今
後
研
究
検
討
を
進
め
る
。

問答
東
京
北
区
小
学
校
火

災
を
受
け
①
総
点
検

は
②
教
職
員
や
生
徒
に
対
し

避
難
器
具
で
の
教
育
、体
験

を
行
っ
て
い
る
か
③
消
防
署

と
連
携
し「
想
定
外
の
場
所
で

の
火
災
」を
前
提
と
し
た
実
践

的
な
火
災
訓
練
の
実
施
は
。

教
育
長　

①
総
点
検

は
行
っ
て
い
る
②
避

難
器
具
を
使
っ
た
体
験
的
な

訓
練
は
行
っ
て
い
な
い
③
想

定
外
の
状
況
に
応
じ
て
実
践

的
訓
練
と
状
況
判
断
の
教
育

を
進
め
る
。

問答

積
対
策
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

工
事
は

今
年
度
末
で
全
体
の

約
４
割
が
完
了
の
見
込
み
。

国
直
轄
事
業
で
地
元
や
市
の

負
担
金
は
な
い
。

市
長　

工
事
の
完
了
時
期
は

未
定
だ
が
早
期
完
成
を
要
望

す
る
。中
尾
橋
付
近
砂
礫
堆

積
は
県
管
轄
で
、現
在
浚
渫

の
計
画
は
な
い
が
注
視
し
て

県
へ
要
望
し
て
い
く
。

答

問

家
庭
菜
園
な
ど
身
近

で
サ
ル
被
害
が
深
刻
。

サ
ル
捕
獲
檻
の
追
加
設
置
計

画
、G
P
S
活
用
の
検
討
及

び
狩
猟
免
許
取
得
補
助
の

P
R
周
知
は
ど
う
か
。

農
林
部
長　

今
年
度

中
に
、捕
獲
檻
、大
型

檻
の
追
加
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。

市
長　

G
P
S
導
入
は
、課

題
も
あ
り
、現
時
点
で
活
用

は
考
え
て
い
な
い
。免
許
取

得
補
助
は
市
H
P
へ
即
座
に

掲
載
し
た
。広
域
で
担
い
手

確
保
に
も
取
り
組
む
。

問答

有
害
鳥
獣
対
策
の
持
続
可

能
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
補
助
教

材
無
償
に
つ
い
て

移
動
販
売
事
業
補
助
金

交
付
制
度
終
了
に
つ
い
て

三
峰
川
・
黒
川
合
流
点

付
近
の
水
防
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
・
サ
ル
対
策

に
つ
い
て

伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド

へ
の
道
の
駅
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
火
災

対
策
に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
子
ど
も
接
種
費

用
の
補
助
に
つ
い
て

子
ど
も
と
共
に
過
ご
せ
る

「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」

の
導
入
・
活
用
に
つ
い
て
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伊
藤
の
り
子

い
と
う

こ

北
原
涼
平

き
た
は
ら

り
ょ
う
へ
い

網
野
俊
輔

あ
み
の

し
ゅ
ん
す
け

市
民
の
心
を
ひ
と
つ

に
し
、郷
土
愛
を
育
む

「
伊
那
市
の
歌
」に
つ
い
て
、

市
長
の
思
い
と
現
状
認
識
は

ど
う
か
。市

長

昭
和
三
十
四

年
に
制
定
さ
れ
た
市

歌
は
、美
し
い
自
然
や
歴
史
、

未
来
へ
の
希
望
が
込
め
ら
れ

た
大
切
な
財
産
で
あ
る
。し
か

し
現
状
、歌
う
機
会
は
限
ら

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

伊
那
市
の
歌
は
、市
民

に
浸
透
し
て
い
な
い
。

浸
透
さ
せ
る
に
は
、耳
に
す

る
頻
度
を
あ
げ
る
こ
と
が
必

要
。浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、毎

日
夕
方
防
災
無
線
で
流
し
て

い
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
の
伊

那
市
の
歌
を
歌
詞
入
り
で
流

し
、日
常
生
活
の
中
で
自
然

問問 答

過
去
5
年
の
ク
マ
目

撃
・
捕
獲
推
移
と
野

外
活
動
へ
の
影
響
、危
機
レ
ベ

ル
の
認
識
は
ど
う
か
。

農
林
部
長　

目
撃
数

は
R
3
年
34
件
R
7

年
36
件
、捕
獲
数
は
R
3
年

64
頭
R
7
年
28
頭
で
推
移
。

市
長

野
外
活
動
の
自
粛
や

変
更
が
生
じ
て
い
る
。生
息
数

に
大
き
な
変
化
は
な
く
極
端

な
増
加
傾
向
は
見
ら
れ
な
い

が
、メ
ー
ル
等
で
適
切
に
注
意

換
起
を
行
い
、正
し
く
恐
れ
備

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
電
気
柵
補
助
の
単

独
農
家
や
一
般
住
民

へ
の
拡
大
、②
広
域
防
護
柵

の
導
入
と
維
持
管
理
支
援
は

ど
う
か
。

問問 答

①
実
家
に
同
居
す
る
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
保
育

料
に
つ
い
て
、世
帯
割
で
は
な
く

本
人
の
所
得
基
準
で
算
定
で
き

な
い
か
。②
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
制
限
で
同
居
家
族
の
所
得

が
合
算
さ
れ
る
現
行
ル
ー
ル
の

妥
当
性
と
、生
活
困
窮
世
帯
へ

の
対
応
は
。③
市
独
自
の
保
育

料
軽
減
措
置
に
加
え
、実
家
に

身
を
寄
せ
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

へ
の
支
援
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

①
保
育
料
は
国

の
通
知
に
基
づ
き
算
定

す
る
た
め
、ひ
と
り
親
世
帯
の

み
算
定
方
法
を
変
更
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、丁
寧
な
状
況

確
認
や
説
明
に
努
め
る
。②
国

の
制
度
で
あ
り
市
単
独
で
の
基

準
変
更
は
で
き
な
い
が
、制
度

の
狭
間
に
あ
り
困
窮
す
る
世
帯

へ
は
別
の
支
援
制
度
で
対
応
し

問答

て
い
き
た
い
。③
特
定
の
世
帯

の
み
算
定
を
変
え
る
の
は
難
し

い
。保
育
園
の
入
園
調
整
で
優

先
順
位
を
高
く
す
る
な
ど
の
配

慮
を
行
っ
て
お
り
、引
き
続
き

自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

①
年
間
４
千
人
弱
の

入
館
実
績
や
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
価
値
を
含

め
、な
つ
か
し
館
を
は
じ
め
と

す
る
歴
史
文
化
施
設
を
今
後

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
。

②
公
共
施
設
の
再
編
・
閉
鎖
等

を
検
討
す
る
際
の
判
断
基
準

と
、利
用
状
況
や
文
化
的
価

値
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の

考
慮
に
つ
い
て
。

市
長　

①
各
館
の
連
携

や
効
率
的
な
人
員
配

置
に
よ
り
文
化
的
な
役
割
を
保

全
し
つ
つ
、最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

責
務
。文
化
的
事
業
経
費
の
バ

ラ
ン
ス
を
検
討
し
運
営
す
る
。

②
必
要
性
や
利
用
状
況
な
ど
多

角
的
な
視
点
か
ら
将
来
を
見
据

え
て
判
断
す
る
。一
元
管
理
体

制
の
構
築
を
進
め
る
中
、利
用

者
や
地
域
の
声
等
を
聞
き
な
が

ら
丁
寧
に
協
議
を
進
め
る
。

問答

市
長　

①
単
独
農
家

へ
の
拡
大
含
め
制
度

見
直
し
を
検
討
す
る
。②
地

域
の
合
意
形
成
が
あ
れ
ば
交

付
金
活
用
含
め
持
続
的
な
体

制
構
築
に
伴
走
支
援
す
る
。

①
専
門
家
立
ち
会
い

に
よ
る
危
険
箇
所
点

検
の
導
入
、②
緩
衝
帯
整
備

の
計
画
実
施
と
予
算
確
保
は

ど
う
か
。市

長　

①
判
断
に
迷

う
場
合
は
専
門
家
に

意
見
や
立
ち
会
い
を
求
め

る
。②
リ
ス
ク
軽
減
へ
今
後

も
整
備
を
実
施
し
必
要
な
予

算
対
応
に
努
め
る
。

①
安
全
管
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
整
備
と
啓
発
、

②
ク
マ
安
全
教
育
の
標
準
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
化
は
ど
う
か
。

市
長　

①
独
自
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
作
成
せ

ず
、保
育
園
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
追
加
や
研
修
等
で

対
応
す
る
。

教
育
長　

②
一
律
の
制
度
化

は
行
わ
な
い
が
、地
域
や
学

校
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
を

継
続
す
る
。

答答答 問問

に
親
し
め
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
。

市
長

防
災
無
線
で

の
歌
詞
入
り
の
放
送

は
、山
間
部
等
の
地
形
上
、音

ず
れ
や
こ
だ
ま
が
発
生
す
る

た
め
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
。

伊
那
市
合
併
二
十
周

年
と
い
う
節
目
で
も

あ
る
の
で
、教
育
現
場
や
公

共
施
設
、庁
内
放
送
で
の
活

用
方
法
を
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。ま
た
、長
野
県
が

今
年
百
五
十
周
年
記
念
企
画

で
行
っ
た【
わ
た
し
の「
信
濃

の
国
」投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

用
い
た
発
信
方
法
な
ど
、親

し
み
や
す
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

二
十
歳
の
つ
ど
い
や

市
役
所
研
修
等
で
の

斉
唱
、電
話
保
留
音
で

の
活
用
に
加
え
、小
中
学
校

で
の
校
内
放
送
や
行
事
前

B
G
M
な
ど
各
校
の
実
情
に

応
じ
た
工
夫
を
促
す
。さ
ら

に
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
広
報

や
S
N
S
等
で
の
多
様
な
方

法
で
日
常
的
に
歌
に
親
し
め

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問 答答

な
つ
か
し
館
の
存
続
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

実
家
に
身
を
寄
せ
る
ひ
と

り
親
へ
の
支
援
に
つ
い
て

郷
土
愛
を
育
む
た
め

の「
伊
那
市
の
歌
」の

普
及
に
つ
い
て

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
防

止
対
策
と
自
然
体
験
・

郷
土
愛
教
育
の
推
進

36 市報いな



宮
原
英
幸

み
や
は
ら

ひ
で
ゆ
き

三
石
佳
代

み
つ
い
し

か
よ

小
池　

隆

こ
い
け

た
か
し

郷
土
愛
を
受
継
ぐ
次

世
代
人
材
育
成
目
指

す
教
育
目
標
等
へ
の
見
解
、

及
び
児
童
数
減
少
対
策
は
。

市
長

歴
史
文
化
を

知
り
、心
豊
か
な
人
を

育
む
も
の
で
、大
切
に
し
て
い

く
。児
童
生
徒
に
適
切
な
学
び
を

提
供
す
る
た
め
に
、学
校
の
あ
り

方
の
検
討
を
進
め
、持
続
可
能
な

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
、早
急
に
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

高
遠
給
食
セ
ン
タ
ー
管
内

の
磁
器
製
食
器
切
換
は
。

教
育
長

施
設
改
修

を
待
た
ず
切
換
を
検

討
し
た
い
。

①
レ
ベ
ル
４
の
手
良

地
籍
等
豪
雨
の
初
動

「
備
え
て
い
る
こ
と
」

と「
実
際
に
使
え
る
こ

と
」は
別
の
問
題
と
感
じ
る
。

総
合
防
災
訓
練
で
発
電
機
が

使
用
で
き
な
い
事
が
あ
っ
た

が
防
災
資
機
材
等
は
定
期
的

に
実
動
確
認
を
行
い
災
害
時

に
、す
ぐ
に
使
用
で
き
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

指
定
避
難
所

と
な
る
全
小
学
校
の

防
災
倉
庫
や
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
防
災
倉
庫
に

保
管
の
防
災
資
機
材
は
定
期

的
に
数
量
確
認
や
外
観
点
検

を
行
っ
て
い
る
。小
学
校
に
配

備
し
て
い
る
発
電
機
は
学
校

の
校
務
技
師
へ
依
頼
し
て
稼

働
確
認
し
て
い
る
。今
年
度
の

発
電
機
修
繕
は
６
台
で
全
て

使
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

診
療
所
の
減
少
や
開

業
医
の
高
齢
化
が
進

む
中
、地
域
医
療
全
体
と
し

て
の
課
題
認
識
と
今
後
の
備

え
は
ど
う
か
。

市
長　

医
師
の
高
齢

化
や
閉
院
は
重
要
課

題
で
あ
り
、関
係
機
関
と
連

携
し
医
師
確
保
に
努
め
る
。

医
業
承
継
の
意
向
把

握
を
行
い
、開
業
希
望

医
師
と
つ
な
ぐ「
医
療
施
設

承
継
・
開
業
マ
ッ
チ
ン
グ
台

帳
」や「
開
業
医
支
援
窓
口
」

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
の
直
接
関

与
は
困
難
だ
が
、庁
内

連
携
に
よ
る
相
談
対
応
に
努

め
る
。閉

院
し
た
医
療
施
設

を
医
療
資
産
と
し
て

問問問 答答

「
医
療
版
空
き
家
バ
ン
ク
」で

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

個
人
財
産
で

シ
ス
テ
ム
化
は
難
し

い
が
、同
意
が
あ
れ
ば
情
報

把
握
に
努
め
る
。

県
の
制
度
に
加
え
、市

独
自
の「
開
業
医
誘
致・

開
業
支
援
制
度
」を
創
設
し
て

手
厚
く
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

既
存
補
助
に

加
え
、ニ
ー
ズ
に
応
じ

支
援
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

答答
来
年
度
以
降
も
現
在

の
体
制
を
維
持
す
る

か
ど
う
か
。

市
長　

実
績
、効
果

を
検
証
し
、様
々
な
方

の
声
を
聞
い
て
判
断
す
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
改
め

て
検
証
し
、実
情
に
応

じ
た
新
た
な
活
用
方
法
や
災

害
時
出
動
な
ど
、よ
り
市
民

の
た
め
発
展
・
進
化
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

市
長　

運
用
の
効
率

化
や
経
費
削
減
等
を

図
り
、広
域
利
用
や
災
害
時

活
用
の
可
能
性
も
含
め
検
討

す
る
。

問問 問答答

問答

防
災
資
機
材
な
ど
は

災
害
が
起
き
た
と
き

に
初
め
て
箱
を
開
け
る
の
で

は
な
く
平
時
か
ら
使
い
問
題

点
を
見
つ
け
て
改
善
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
。「
保
管
す
る
防
災
」か
ら

「
平
時
か
ら
使
っ
て
、災
害
時

に
確
実
に
使
え
る
防
災
」を

目
指
し
て
平
日
に
も
活
用
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

平
日
か
ら

使
っ
て
確
実
に
備
え

る
、い
わ
ゆ
る
フ
ェ
イ
ズ
フ

リ
ー
は
重
要
と
考
え
て
い

る
。小
学
校
に
配
備
し
て
い

る
防
災
用
資
機
材
の
一
部

（
テ
ン
ト
、ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
、ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー

等
）は
学
校
の
行
事
で
使
用

し
て
い
る
。学
校
外
や
一
般

の
貸
出
し
は
、貸
出
し
中
に

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
な
ど

肝
心
な
と
こ
ろ
で
使
用
で
き

な
い
場
合
も
考
え
有
事
使
用

を
優
先
す
る
。貸
し
出
し
以

外
の
使
用
機
会
を
増
や
し
、

平
日
の
貸
し
出
し
は
慎
重
に

考
え
た
い
。

問答

問問 答答問

評
価
は
。②
土
砂
置
き
場
や

中
小
河
川
の
住
民
管
理
が
困

難
化
し
て
い
る
が
。③
災
害
対

応
コ
ン
テ
ナ
ト
イ
レ
が
活
用

さ
て
い
な
い
が
。④
公
民
館
等

の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
実
現
し

な
い
が
。市

長

①
警
戒
本
部

未
立
ち
上
げ
等
反
省
点

が
あ
る
。要
衝
の
暗
渠
や
地
質

情
報
は
防
災
マ
ッ
プ
で
共
有
を

検
討
し
た
い
。②
災
害
状
況
に

よ
り
、土
砂
仮
置
き
場
の
確
保

が
必
要
に
な
る
こ
と
を
経
験
し

た
。河
川
管
理
は
市
の
ア
ダ
プ

ト
事
業
参
加
も
促
し
た
い
。③

近
隣
事
業
者
の
修
理
体
制
も

整
え
、使
用
マ
ナ
ー
の
周
知
も

進
め
た
い
。④
実
態
を
把
握
し
、

迅
速
な
整
備
を
検
討
す
る
。

自
転
車
の
青
切
符
対

象
化
、生
活
道
路
で
の

30
㎞
規
制
の
周
知
不
足
で
は

な
い
か
。市

長

中
高
生
自
転

車
通
学
は
６
０
１
人

を
把
握
。生
活
道
路
は
市
道

の
約
90
％
に
及
ぶ
。交
通
安

全
、法
改
正
等
に
つ
い
て
警
察

等
と
周
知
指
導
に
取
組
む
。

答問答

防
災
対
策
に
つ
い
て

学
校
の
あ
り
方
に
関

連
す
る
課
題
に
つ
い
て

道
路
交
通
法
改
正
の

周
知
に
つ
い
て

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
今
後
に
つ
い
て

「
備
え
る
」か
ら「
使
え

る
」防
災
へ
む
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
開
業
医
誘
致
・
医
業
承

継
・
開
業
支
援
に
つ
い
て
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市民  議会    意見交換会と との 『議員とトーク』を開催します第10回
11.16 月 時 間 18：30～20：30 会 場 美篶きらめき館 テーマ 農業の担い手確保と農産物のブランド化

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
を

委
嘱
し
ま
し
た

　

伊
那
市
議
会
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
は

市
民
の
声
を
直
接
政
策
に
結
び
つ
け
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
に

令
和
６
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
４
名
の
方
が
応
募
さ
れ
、

計
６
名
に
な
り
ま
し
た
。今
回
委
嘱
さ

れ
た
方
か
ら
は「
様
々
な
市
民
の
声
を

届
け
、互
い
の
勉
強
に
な
れ
ば
」「
今
ま

で
の
子
育
て
の
経
験
か
ら
、立
場
や
方

法
が
違
っ
て
も
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
、皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
力
に
な

り
た
い
」と
の
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

三
澤
議
長
か
ら
は「
皆
さ
ん
の
発
想
か

ら
、政
策
提
案
に
新
た
な
視
点
を
い
た

だ
く
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
の

期
待
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

総
務
文
教
委
員
会

　

総
務
文
教
委
員
会
は
中
間
教
室
・
伊

宝
館
を
訪
問
し
、運
営
状
況
や
課
題
を

調
査
し
ま
し
た
。中
間
教
室
は
昼
間
と

夜
間
の
教
室
運
営
、公
民
館
で
の
出
張

支
援
を
通
じ
、子
ど
も
の
安
心
で
き
る

居
場
所
作
り
と
個
別
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。一
方
で
、保
護
者
向
け
相
談
窓

口
の
不
在
や
関
係
機
関
の
連
携
不
足
、

施
設
の
狭
隘
化
な
ど
の
課
題
も
見
え

て
き
ま
し
た
。委
員
会
で
は
初
期
相
談

窓
口
の
周
知
や
組
織
的
連
携
の
仕
組

み
化
、受
け
入
れ
体
制
の
強
化
に
向

け
、一
層
の
政
策
提
案
を
進
め
ま
す
。 現地調査を

行いました

【
中
間
教
室
・
伊
宝
館
】

社
会
委
員
会

　

伊
那
小
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、学
校
の

敷
地
内
に
施
設
が
あ
り
、登
録
児
童

は
1
5
0
人
、毎
日
80
〜
1
0
0
人

前
後
が
利
用
し
て
い
ま
す
。「
た
だ
い

ま
」と
元
気
な
声
で
挨
拶
を
し
、ラ
ン

ド
セ
ル
を
ロ
ッ
カ
ー
へ
入
れ
、手
洗
い

を
済
ま
せ
て
か
ら
宿
題
に
真
剣
に
取

り
組
み
、そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な

遊
び
で
放
課
後
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。児
童
の
入
退
室
管
理
は
、バ
ー

コ
ー
ド
で
行
わ
れ
て
お
り
、子
ど
も
の

安
全
と
支
援
員
の
負
担
軽
減
に
役

立
っ
て
い
ま
し
た
。

現地調査を
行いました

【
伊
那
小
学
童
ク
ラ
ブ
】

　

10
月
1
日
、伊
那
市
議
会
で
は
株
式

会
社
メ
ン
タ
ル
・
リ
ン
ク
の
東
山
桂
子

さ
ん
を
お
迎
え
し
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定

義
を
学
び
ま
し
た
。パ
ワ
ハ
ラ
と
は
、職

場
に
お
い
て「
①
優
越
的
な
関
係
を
背

景
と
し
た
言
動
」で
あ
り
、「
②
業
務
上

必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も

の
」に
よ
っ
て
、「
③
本
人
の
就
業
環
境

が
害
さ
れ
る
も
の
」と
さ
れ
、こ
れ
ら
全

要
素
を
満
た
す
も
の
と
い
う
説
明
に

「
な
る
ほ
ど
」と
感
じ
ま
し
た
。具
体
的

に
は
、身
体
的
な
攻
撃
、精
神
的
な
攻

撃
、人
間
関
係
の
切
り
離
し
、過
大
な

要
求
、過
小
な
要
求
、個
の
侵
害
の
６

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

通
常
就
業
す
る
場
以
外
の
懇
親
会

や
移
動
中
な
ど
も
対
象
と
な
り
、「
個

の
侵
害
」と
し
て
私
的
な
こ
と
に
過
度

に
立
ち
入
る
こ
と
も
該
当
す
る
と
の
お

話
に
、議
員
か
ら
は「
仲
良
く
な
り
た
い

思
い
で
質
問
す
る
こ
と
と
の
線
引
き

は
」と
の
質
問
も
出
ま
し
た
。例
題
を

通
し
、議
員
同
士
だ
け
で
な
く
職
員
や

市
民
と
の
関
係
で
も
気
を
つ
け
ね
ば
と

実
感
し
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
伊
那
市
職

員
の
防
止
規
定（
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ

ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
）も
学
び
ま
し
た
。

【
議
員
間
の
パ
ワ
ハ
ラ
と
は
】

　

質
疑
や
意
見
表
明
の
禁
止
、同
僚
議

員
の
家
庭
事
情
の
S
N
S
発
信
、過
去

の
病
歴
を
本
会
議
で
持
ち
出
す
こ
と

議
員
活
動
に
活
か
せ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
議
員
研
修
会
に
参
加
し
て

な
ど
も
パ
ワ
ハ
ラ
に
あ
た
る
と
学
び

ま
し
た
。

【
性
的
役
割
分
担
の
押
し
つ
け
は

　
　
　

   

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
】

　

L
G
B
T
Q
の
方
々
へ
の
偏
見
や
性

別
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く
言
動
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。「
家
族
に
行
き
先
を
言
わ
な
い
と
出

か
け
ら
れ
な
い
」等
の
話
も
聞
き
ま
す

が
、家
事
は
家
族
で
担
う
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
相
談
へ
の
対
応
も
学
び
、根
本
に
あ

る
の
は「
お
互
い
の
人
格
・
人
権
の
尊

重
」だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。S
N
S

で
他
者
攻
撃
が
溢
れ
る
今
、基
本
的
人

権
を
尊
重
し
て
議
会
活
動
に
取
り
組

み
た
い
で
す
。

【
議
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

　

女
性
議
員
へ
が
男
性
議
員
の
２
倍
！
】

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
調
査

（
令
和
7
年
3
月
）で
は
、政
治
活
動
等

で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
割
合
は
男

性
23
・
6
％
に
対
し
女
性
は
53
・
8
％

と
2
倍
以
上
で
し
た
。政
治
を
志
し
た

女
性
議
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
潰
さ
れ

な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。市
民
、

職
員
、理
事
者
、議

員
同
士
が
意
見
の
違

い
を
超
え
て
互
い
を

尊
重
し
、よ
り
よ
い

伊
那
市
に
す
る
た
め

の
議
論
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
で
す
。

伊那市議会の活動を報告します

どなたでもお気軽にご参加ください

文
責
：
伊
那
市
議
会
広
報
委
員
会
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地域のふくしを
お届けします！

あいなちゃん

https://ina-shakyo.jp/
ホームページ　

月号2026.11

VOL.242
　 「ふくしいな」の発行には
共同募金の配分金が使われ
ています。～毎月8日は「ふくしの日」～
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通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ
ア
）は
、要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
、自
宅
か
ら
施
設
に
通

所
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。生
活
支
援
や

社
会
参
加
を
主
な
目
的
と
す
る
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）と
は
異
な
り
、心
身
機
能
の
維
持
回
復
や
、日
常
生
活
の

自
立
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。「
も
っ
と
長
い
距
離

を
歩
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」、「
家
で
お
風
呂
に
入
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」、「
も
う一
度
畑
仕
事
を
し
た
い
」な
ど
、利

用
者
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
持
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
み
ま

す
。利
用
者
と
家
族
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
関
係

者
等
が
集
ま
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
を
定
期
的
に
開

催
し
、現
状
の
確
認
と
目
標
設
定
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
、し
な
の
さ
わ
や
か
福
祉
会
複
合
福

祉
施
設「
み
ぶ
の
里
」で
は
、『
そ
の
人
ら
し
く
輝
く
生
活
』を

大
切
に
し
、自
宅
訪
問
を
通
じ
て
生
活
上
の
課
題
を
確
認
し

て
、利
用
者
の
価
値
観
や
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。大
き
な
特
徴
は
、専
門
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
し

た
配
置
に
よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。畑
作
業
や
近
く
の
飲

食
店
へ
の
外
出
な
ど
、地
域
性
を
活
か
し
た
実
践
的
な
リ
ハ

ビ
リ
で
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
ま
す
。さ
ら
に
他
職
種
の
支

援
者
と
の
連
携
も
強
化
し
、地
域
全
体
で
効
果
的
に
支
え
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

（
ふ
く
し
広
報
委
員
取
材
）

                              

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）を
ご
存
知
で
す
か
？

通所リハビリテーションのご紹介通所リハビリテーションのご紹介通所リハビリテーションのご紹介
通所リハビリテーションの
一日の流れの例（みぶの里）
９時頃　お迎え
午　前　入浴・余暇活動・体操
　　　　個別リハビリテーション
　　　　生活リハビリテーション
午　後　昼食・お昼寝　　
　　　　レクリエーション・おやつ
１５時３０分　退所



市報いな40

『「自分でできる」が続く暮らしへ』
生活に寄り添った「用品と住環境整備」のご紹介

　住み慣れたご自宅で自分の力で生活を維持していくためには「転倒予防」と「動作の負担軽減」が重要で
す。そのためには、特に毎日の生活を支えてくれる用品の活用と住環境の整備が効果的です。

　お困りの際は、お近くの福祉用具専門相談員が常駐している介護ショップや専門店へ
ご相談ください。
　今回は、介護センター花岡　伊那店様にご協力をいただきました。

　高齢期は筋力低下と併せて、バ
ランス感覚が低下します。転倒へ
の不安から外出が億劫になり、運
動機能低下（フレイル）に陥りやす
くなります。また、自宅の玄関など
の段差や、通院や買い物などの長
距離の移動が大変になってくるこ
ともあります。
　杖だけでなく、歩行器やシル
バーカーの活用を検討してみま
しょう。座面がついていて、休憩が
できるシルバーカーもあります。

　家庭内において事故の多い場
所のひとつとして浴室があげられ
ます。高齢期になると立ち上がり
や浴槽をまたぐ、濡れた床でバラ
ンスを保つなどの機能が低下し、
転倒のリスクが高まります。入浴
補助用具を利用し、安全安心な入
浴を楽しみましょう。
　シャワー椅子や浴槽グリップ、
浴槽内のすべり止めマットの活用
や手すりの取付工事など、安全で
効率の良い入浴動作を考えてみ
ましょう。

　高齢期になっても外出や趣味を
楽しむために、排泄の不安を減らし
ていくことは大切です。事前の準備
と便利グッズの活用が効果的です。
　専用の吸水ケア用品の活用で
排泄の不安をスマートに軽減でき
ます。吸水ショーツや吸水パッド、
吸水パンツ、おしりふき、消臭機
能付きのポーチなどを準備してお
くことで、外出も安心です。最近で
は、アクティブな毎日を支えるアイ
テムとして、男性の利用者も増加
傾向にあります。

歩 く 入 浴
元気に 安全な 尿漏れ

対策

介護コラム



（令和７年９月から令和８年８月）※順不同。この他にも匿名の方から、たくさんのご寄付をいただきました。
あたたかい善意をありがとうございました
ご寄付のご報告

・上伊那地区労働者福祉協議会様
・JA上伊那様
・JA上伊那伊那地区生活部会様
・JA上伊那東部地区生活部会様　
・立正佼成会伊那教会様
・ハチ食品株式会社信州駒ヶ根工場様
・境区社会福祉協議会様
・セブンイレブン伊那高尾町店様
・おりい農園様

・伊那市立東部中学校PTA様
・伊那市立伊那小学校PTA様
・伊那市民のつどい実行委員会様
・フェ・マン・festival様
・野口高齢者クラブ様
・長野県農村生活マイスター伊那様
・税理士法人あおば会計様
・伊那ライオンズクラブ様
・明治安田生命伊那営業所様

・アルプス中央信用金庫様
・伊那商工会議所女性会様
・伊那市女性団体連絡協議会様
・伊藤正幸様
・株式会社中坪ノーサン様
・株式会社マルエー様

食　品

寄付金

・伊那オクトーバーフェスト実行委員会様
・株式会社ヤマネテック様
・伊那市立東部中学校祭りグループ様
・赤穂高校カレースパイス班様
・伊那市カレー大作戦受取者一同様
・有限会社ファットエヴァー様
・KOA株式会社様

・伊那市スポーツ協会ゴルフ部様
・長野県経営者協会上伊那支部様
・ルビコン株式会社様　
・伊那商工会議所女性会様
・株式会社クルミコーポレーション様
・SoundProof小福建築様

・・・・228,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,000,000円

・・・・・・178,290円
・・・・・・・・・・・・・・・・・30,000円

・・・・・・・・・・・・6,201円
・・・・・・・・・・・・・・1,200,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200,000円

・・・・・・・・・・・・・・51,043円
・・・・・・・・・・・439,775円

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27,181円

・・・・・・・・240,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50,000円

『子どもの未来応援隊へ』（子ども食堂の運営支援等）

・伊那中央ロータリークラブ様　　
・伊那理容師組合様　　　　　　　　
・まほらいな市民大学同窓会同好会電車でめぐる小さな旅様

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26,500円

・・・・・・・・・・・・23,362円

『生活困窮者福祉へ』（ふれあい食堂や生活困窮者の支援）

・税理士法人あおば会計様
・伊那市高齢者クラブ連合会様
・伊那竜東地区民生児童委員協議会様
・ボランティアポイント様
・下殿島ボランティアの会様
・美篶地区平成21年区長親睦会「21会」様
・仁愛病院フィッシュ委員会様
・長野県農村生活マイスター伊那様

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11,372円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・58,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,019円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16,836円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26,463円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000円

『社会福祉基金へ』

物　品
・有限会社コマックス　ラーメン大学伊那インター店様
・たけまつ歯科クリニック様
・伊那市高齢者クラブ連合会様
・伊那商工会議所女性会様
・伊那市女性団体連絡協議会様

・「小さな親切」運動上伊那支部様
・伊那友の会様
・国際ソロプチミスト伊那様
・セブンイレブン伊那高尾町店様
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冬のフードドライブキャンペーン
次の条件を満たすようお願いします。
〇賞味期限が明記され、２か月以上あるもの
〇未開封のもの
〇包装や外装が破損していないもの
〇生鮮食品以外の常温保存できるもの
〇日本の食品表示ラベルの表示
　(アレルギー対策のため)
〇米は令和７年度･令和８年度産、
　精白米は３ヵ月以内

寄付いただきたい食品
〇米　〇炊き込みご飯の素　　　　　　　　　　　　　　
〇レトルト食品　〇缶詰(シーチキンなど)　　　　　　　　　 
〇カップ麺・袋麺　〇乾麺(スパゲッティーなど)　　　　　　　　　　　　
〇調味料　〇飲み物(アルコールを含まないもの)

　認知症高齢者や知的･精神障害者など判断能力が不十分となった方々が地域の中で安心してその人らしい生活を送る
ために、成年後見制度をはじめとしたサポート体制の必要性が全国的に高まっています。
　今回は講演を通して成年後見制度について知り、今後に生かしていただく機会にすることを目的として開催します。
ぜひご参加ください。
日  時
場 　 所
内  容
講 　 師
対 象 者
そ の 他

令和8年１１月１９日（木）午後２時～午後４時（開場・受付：午後１時１５分～）
長野県伊那文化会館　小ホール
講演『笑って学ぼう！成年後見制度』
青空 一風　氏（漫才師・市民後見人）
成年後見制度に関心のある方
入場無料、事前申し込み不要。当日は手話通訳・要約筆記を行います。

期 　 間

時 　 間
場 　 所

令和8年１１月２日(月)～１１月３０日(月)
(土日祝日は除く)
午前８時３０分～午後５時１５分
福祉まちづくりセンターふれあい～な
１階(専用のＢＯＸあります)

問合せ
伊那市社会福祉協議会(権利擁護係内)
上伊那成年後見センター（担当：粟屋・湯澤）
TEL.0265-96-8008　FAX.0265-98-0363　E-mail info@ishakyo.jp　

問合せ 伊那市社会福祉協議会（地域福祉係内）
フードバンクいな　TEL.73－2544(担当：福田)

成年後見セミナー

漫才師・市民後見人
青空 一風　氏

応募フォーム

ふくだ

あわや

あおぞら いっぷう

ゆざわ

問合せ 伊那市ボランティア・地域活動応援センター
TEL.73-2544　FAX.98-0363　（担当：西澤・小田桐・山住）

みんなのボランティア活動 募集中
～できることからちょっとずつ。あなたの一歩が地域の笑顔に～

場 所
内 容

時 間
そ の 他

伊那市内の高齢者福祉施設・障害者福祉施設
お茶出し、お話相手、見守り、喫茶の手伝い、手芸、環境整備、
囲碁・将棋、演芸（歌・ダンス・楽器演奏・趣味の発表）など
詳しい内容につきましては、伊那市社会福祉協議会のホーム
ページをご覧ください。　URL : https://ina-shakyo.jp/
概ね２時間程度
イ～ナ介護支援ボランティアポイントの対象となる施設もあります。

　高齢者福祉施設や障害者福祉施設で活動するボランティアを募集しています。お話相手や手芸など、
できることから始めてみませんか。

にしざわ おだぎり やまずみ
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伊那市公式
ホームページは

こちらから

地域の話題を写真で紹介しますP H O T O  N E W S

高遠焼 県の伝統的工芸品指定を報告 市役所

伝統をこれからも 9/24 木

高遠焼振興会代表の浦野真吾（うらのしんご）さんが
市役所を訪れ、「高遠焼」が県の伝統的工芸品に指定され
たことを報告しました。江戸時代に始まった高遠焼は、
素朴で力強い造形と温かみある風合いが特徴。現在は
花瓶や湯飲みなど、日用品を中心に作られています。

敬老の日 長寿訪問 東春近 稲村さん宅

いつまでもお元気で 9/7 月

今年度100歳を迎える稲村忠男（いなむらただお）さん
宅へ吉田市長が訪問し、祝品を贈りました。長年、農畜産
業に従事し、現在も娘夫婦と一緒に田畑の手入れをして
いる稲村さんは、長生きの秘訣について「汗をかいて働く
という姿勢が大事だと思う」と話しました。

入館者70万人達成 信州高遠美術館

芸術的集いの場に 10/4 日

平成4年10月1日に開館し、34周年を迎えた信州高遠
美術館が、入館者数70万人を達成しました。
この日、70万人目の入場者となった野尻沙綺（のじりさ

き）さんと前後の入館者に花束や記念品が贈られました。

日本語教室「い～な」 いなっせ

ポトラックランチで交流 9/19 土

上伊那地域で働き、生活する外国人が、伊那市につい
て学びながら日本語習得を目指す教室「い～な」。この日
は、勉強の後ポトラックランチを実施しました。お互い
の母国の料理や手作りの多彩な食べ物を持ち寄り、初め
ての味や食文化を語り合いながら楽しく交流しました。

市税の納付は、納め忘れのない「口座振替」が便利です

伊那市の総人口

【 世帯：29,210世帯 】
64,127人

※令和8年10月1日現在
11月の納税 11月30日（月）が納期限です。国民健康保険税…6期

組合員・地域のみなさまへ （株）グレースはJA上伊那の協同会社です。組合員・地域のみなさまへ （株）グレースはJA上伊那の協同会社です。

0120-88-1409本社：伊那市東春近車屋207　https://grace-ja.com/

病院・施設へのお迎え、葬儀依頼は24時間365日受付 虹のホール伊那・花桃
伊那市東春近車屋207

通夜安置室あり

虹のホール 高遠
伊那市高遠町小原736-1

通夜安置室あり

虹のホール 竜西
南箕輪村神子柴8743-1

通夜安置室あり

葬儀・法事のことなら葬儀・法事のことならグレースグレースへ。へ。葬儀・法事のことならグレースへ。
随時受付中
9：00～16：00

事前相 談


